
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　２学がっ期きまで、のこすところ５日かほど。

　オレ、眠ねむり田だ涼りょうは、ついに明日あした、マネイリ町ちょうの自じ分ぶんちへと帰かえる。

　お母かあさんが、ジィちゃんちまで、車くるまでむかえに来きてくれるんだ。

　オレがせっせと、帰かえりじたくをしていると。

「ボクも、帰かえるジュンビ、するんです？」

　オバケの『シツジ』が、オレのリュックから、ピョコッと、顔かおを出だした。

　いつのまに、もぐりこんでたの!?
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「おまえは……ここに、残のこったほうが、いいんじゃない？」

　シツジに向むかって、オレは言いった。

　……だって正しょう直じき、シツジをオレんちに、つれかえったら、タイヘンなことに、なりそう！

　口くちは悪わるいし部へ屋やはちらかすし、テレビばっかり見みるし……。

　なにしろ……コイツ、オバケだし！

「ひどい！　ボクとご主しゅ人じんは、イッシンドータイ、モチツモタレツなのにぃ～！」

　シツジは、グリグリとオレの体からだに頭あたまを押おしつけてきて……い、いたい、いたいってば！

「でも、オレんちはせまいぞー？　自じ由ゆうに飛とびまわれなくて、つまんないぞー？」

「それがどーした！　ご主しゅ人じんがいないと、も～っとツマンナイですよ！」

　おっと。

　……そ、そう言いわれると、うれしい気きが、しないでもない。

　でもなぁ。

　なにより、オレは、学がっ校こうが始はじまるんだ。

　どうしたものか、うで組ぐみして、考かんがえこんでると。

「その米こめつぶオバケは、アンタに、とりついてるからねぇ」

　えんがわで、夕ゆうすずみしてた、バァちゃんが笑わらった。

「涼りょうから離はなれすぎると消しょう滅めつしたり……もしくは、悪あく霊りょう化かして追おいかけてくるかもしれないよ？」

「あ、悪あく霊りょう化かぁ!?　シツジが!?」

　さ、さすがにそれは、とーってもこまる！

　……しかたない。つれて行いくかぁ！

「シツジ、『ご主人オレ』の言いうこと、ちゃーんと聞きくって、ヤクソクできるか？」

「あったりまえですー！　オマカセあれー！」

「自じ分ぶん勝かっ手てなコトしちゃ、ダメなんだからな？」

「ダイジョーブ！　ボク、ご主しゅ人じんに、チュージツな、オバケですから！」

　シツジは、どん！　と、自じ分ぶんのムネをたたいた。

　忠ちゅう実じつって言こと葉ばのイミ、わかってんのかな？

　またリュックに入はいろうとするシツジを、引ひっぱり出だしていると。

　バァちゃんが、オレのそばに来きた。

「米こめつぶを、つれて帰かえるんなら、これを持もっていきな」

　わたされたのは、カード……みたいな形かたちのものだ。

「え？　なにこれ？」

　カードは金きん属ぞくで、できてて、ちょっと、ズッシリしてる。

　うらがえしてみると……あ、鏡かがみ？

「アンタの、役やくに立たつものだから、大だい事じにするんだよ」

「あ、ありがとう、バァちゃん。でも、オレ、べつに鏡かがみとか……」

「ご先せん祖ぞ様さまが、アンタに、さずけてくださったんだ。そまつにしたら、バチが当たるよ？」

　……そんなふうに、言いわれたら、受うけとるしか、ないですよね!?
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　そんなこんなで、帰かえってきました、マネイリ町ちょうのオレんち！

　玄げん関かんのドアをあけるなり、ころがるように家いえに入はいる。

　階かい段だんをかけあがり、目めざすはオレの部へ屋やだ。

「こらぁっ、涼りょう！　さきに、荷に物もつをかたづけなさいっ！」

「あとでっ、あとで、ちゃんとやりますからッ！」

　お母かあさんに返へん事じをしつつ、部へ屋やにとびこみ、しっかりドアをしめた。

　部へ屋やの中なかは、ムシあついったらないけど、窓まどをあけてる場ば合あいじゃ、ないのだ！

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうし、ベルトにつけてた青あおいパスケースを、引ひっぱる。

　　　ジャーッ！

　ベルトと、ケースをつなぐリールが、のびる音おとがした。

　いつもは、電でん車しゃやバスに乗のるためのカードを入いれてる、パスケース。

　オレはそこから、バァちゃんにもらった、カードを取とりだすと……。

　しずかに、しずかーに、呼よびかけた。

　だって、さけぶと、お母かあさんに、聞きこえてしまいますので。

「──いいぞシツジ、出でてこいっ」

　そのとたん、カードが、まばゆく光ひかり……

「ガッテンご主しゅ人じん！　ふぉ!?　ふぉおおおお!?」

　カードから、シツジが、にゅるんと、出でてきた！

　よ、よかったー！　ぶじに、出でてきてくれた！

　モモキガハラから、ウチにつくまでの、１時じ間かん半はん。

　ずーっと、カードの中なかに閉とじこめてたから、心しん配ぱいだったんだ。

　……そう。

　なんと、このカード、シツジを中なかに入いれることができちゃうのだ！

　どういう仕し組くみかは、さっぱりわかんないけどね！

「ほへほへ？　なんです？　この、と───っても、せまいとこ！　うぷぷっ！」

　キョロキョロ部へ屋やを見み回まわしながら、シツジは、失しつ礼れいなことを、言いいやがる。

「せまくて悪わるかったな。ここがオレの部へ屋やだ！　今日きょうからオマエは、ここでくらすわけで……」

「なんだこれ！　ボヨンボヨンします、わーお！」

「ベッドだよ。……ここはジィちゃんちとはちがうから、オレの言いうことを……」

「ご主しゅ人じん、コレなんです？　くるくるまわーる！　わーおわおわお！」

「それは地ち球きゅう儀ぎ……って、いいかげん、おちつけ！　いっしょに、くらすんだろ！」

　そう言いうと、シツジは、やっと、おとなしくなった。

「はじめに。……この家いえには、オレと兄にいちゃんのほかに、お母かあさんがいる」

「オカーサン？」

「そうだ。お母かあさんは、おまえが視みえないし、声こえも聞きこえない。だから……」

「ヤリタイホーダイなんです？」

「ちがいます。兄にいちゃんもいるって言いったろ？　悪わるさすると、また頭あたまをヘンな形かたちにされるぞ？」

「うへへへぇ、それだけは、おユルシを～！」

　シツジは、床ゆかの上うえをすばやくころがると、ドゲザした。

「いいか？　お母かあさんには、オマエのことは、しばらくナイショにしとくからな」

　モモキガハラ育そだちの、お母かあさんは、オバケが『存在する』ことは、知しってる。

　オレが、視みえるようになったってことも。

　でも、オバケがオレに、とりついて、家いえにやって来きたとなると……。

　ビックリするに、ちがいないもんね。

　だから、しばらく、だまっておくことにしたんだ。

「お母かあさんがいる前まえでは、おとなしく……って、なにやってんだ？」

　いつのまにか、シツジは、オレの机つくえのひきだしを、あさってた！

「これ、いっぱいあるから、もらっていいです？　これと、これとぉ」

「色いろえんぴつセットは、ダメですぅー！」

「ご主しゅ人じんの、ケチくされー！」

「……ヤクソク、忘わすれたのか？　『ご主しゅ人じん』の言いうことは、ちゃんと聞きくんだろ？」

　オレがそう言いうと、シツジは、ぴたりと、手てを止とめた。

「ボク、ヤクソク、まもりますよ！　ヤクソクですから！」

　……おっ、シツジが言いうこと、聞きいてくれた!?

「よし。たのんだぞ、シツジ！」

　オレはビシッと、言いった。
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　アキちゃんからも、オバケを甘あまやかしちゃダメだって、言いわれたし。

　なにより、シツジを、ちゃんと使つかいこなせるようになれば……。

　───オレも、昔むかし話ばなしの、ご先せん祖ぞ様さまみたいになれるかも！

　悪わるいバケモノたちを、バッサバッサとやっつける……！

　………………いや、バケモノと戦たたかうのはイヤだな。うん。

　まぁ、そもそも、悪わるいバケモノなんて、今いまのところ、いないんですけどね？

「まずは、オマエがうちに、なれるように……って、どした？」

　気きがつくと、シツジは、部へ屋やのあちこちを、見み回まわしてた。

「ここって、テレビ、ないんです？」

「テレビ？　１階かいのリビングに、あるけど？」

「なるほどー。じゃ、ボク、そこに行いきますね」

「うん、行いってらっしゃい……じゃ、ない！　ちょっと待まて！」

　勝かっ手てにドアをあけようとしたシツジを、オレはあわてて、つかまえた。

「もう～！　ご主しゅ人じんは、さみしがりやなんです？」

　そんなワケあるか！　……って、言いうつもりだったけど。

「そうだよ。だから、オマエはいつも、オレといっしょにいなきゃ、ダメなんです」

　オレは、シツジを、だきかかえながら、そう言いってみた。

　するとシツジは、へらっと笑わらって、手て足あしをパタパタと動うごかす。

「しょーがないですねぇ、ご主しゅ人じんは！　ヘタレなんですから！」

　よし、うまくいった。なんかムカつくこと、言いわれたけど。

　これで、しばらくは、オレのそばに、いるかな？

　どうにか、うまくいったので、ふはぁーっと、ため息いきをつくと。

「キラクにいきましょーよ、ご主しゅ人じん！　ジンセイは、ながーい！」

　シツジが、オレの背せ中なかを、ポンポン、たたいた。

「できるもんなら、オレだって、キラクにいきたいですよ……」

　そう言いいながら、オレも、シツジの背せ中なかを、ポンポンしていると。

　１階かいから、お母かあさんの声こえがした。

「涼りょうー！　セイジくんから、電でん話わだよー！」

「えっ？　セイジ？」

　親しん友ゆうからの、とつぜんの電でん話わに、おどろきつつ、電でん話わ機きへといそぐ。

『おっす、涼りょう！　ひっさしぶり～！』

　電でん話わに出でるなり、ノーテンキなセイジの声こえが、聞きこえてきた。

　セイジこと、太た川がわ誠せい二じは、オレの一いち番ばんの友ともだちだ。

　小しょう学がっ校こうに入はいる前まえからの、長ながい、つきあいだったりする。

「おぅ、ひさしぶり！　オレが帰かえってきてるって、よくわかったな？」

『けさ、麗れい一いち郎ろうさんと会あったときに、聞きいたんだ』

「そっか。兄にいちゃん、最さい近きん、朝あさから塾じゅくに、かよってるからな」

『麗れい一いち郎ろうさん、ランニングしながら、塾じゅくに行いってたぜ！　すげぇ、かっこよかった！』

　セイジはなぜか、兄にいちゃんをソンケーしてるんだよな。……まったくナゾだ。

　それ、たぶん、遅ち刻こくしそうになったから、走はしってただけだと、思おもいます。

『おっと、それよりさ！　涼りょう、明日あした、ヒマ？』

「うん。どこか、遊あそびにいく？」

『いいや。……オレんちで、算さん数すうの宿しゅく題だい、てつだってくれねぇか？』

「おまえ、去きょ年ねんも同おなじこと、言いったよね？」

『それは、去きょ年ねんのオレが言いったことだ。今こ年としのオレは、ひと味あじちがうぜ？』

　シツジみたいなこと、言いいやがって。

　でもまぁ、いっか。

　セイジに話はなしたいこと、たくさんあるしな！
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　次つぎの日ひ、オレは約やく束そくどおり、セイジの家いえへと向むかった。

　シツジは、いつものパスケースに入いれたカードの中なかだ。

　中なかで、ひるねしてるのを、そのまま持もってきちゃった。

　カードの中なかが、どうなってるのか、シツジに聞きいてみたことがあるんだけど……

『まぁるくて、グニャグニャなんですけど、せまくて、フワフワです』

　……って、ぜんっぜん、想そう像ぞうできなかった。

　とりあえず、ひるねできるぐらいには、居い心ごこ地ちがいいらしい。

　なんか、かくれ家がみたいで、うらやましいぞ。

　そんなことを考かんがえてたら、セイジんちが見みえてきた。

　セイジんちは、「太た川がわ理り容よう店てん」っていう床とこ屋やさんだ。

　オレも、小ちいさいころから、ここでサンパツしてもらってる。

「こんにちはー！」

　店みせのドアをあけて、あいさつすると、すぐに、セイジのお父とうさんの声こえがした。

「おぅ、リョウちゃん！　ずいぶん、ひさしぶりだなぁ、オイ！」

　お客きゃくさんの髪かみを、ジャブジャブ洗あらいながら、チラリとオレを見みる。

　セイジのお父とうさんは、ごっつい見みた目めと、しゃべりかたが、ちょっとコワイ。

　でも、ほんとは、とってもやさしい人ひとなんだ。

「勝かっ手てにあがりな！　セイジは部へ屋やだと思おもうぜ！」

「はーい、おじゃましまーす！」

　廊ろう下かをまっすぐ進すすみ、つきあたりにある、セイジの部へ屋やの前まえに立たつ。

「セイジ～！　来きたぞ～！」

　ドンドンと、ドアをノックしながら呼よびかけたけど、返へん事じがない。

　　　ドンドンドン！

「セイジ？　いねぇの？」

　トイレかな？　オレはしずかに、ドアをあけた。

　部へ屋やの中なかには……やっぱり、セイジはいない。

「人ひとを、呼よんでおきながら、どこ、行いったんだ？」

　オレが、首くびをかしげていると。

「スキありいいいいいい！」

　ドアのかげから、セイジのさけび声ごえがした！

　うしろから、飛とびつかれそうになるのを、ギリギリで、よける！

「ふーははははは！　ひさしぶりだな、涼りょう！」

　１ヶか月げつぶりぐらいに見みたセイジは、だいぶ日ひ焼やけしてた……って！

　そんなコトは、今いまはどうでもよかった！

「なにすんだよ、セイジ！」

「長ながい休やすみで、体からだがなまってないか、ためしてやったのだ！」

　セイジはそうさけぶと、なんだかよくわからない、かまえをする。

「ふふふ、麗れい一いち郎ろうさんから教おそわった、ヒッサツのケリを、お見み舞まいしてやる！」

　兄にいちゃんめ……セイジに、ヘンなこと教おしえるなよなー！

　あ、そうだ。兄にいちゃんと言いえば。

「おまえ、兄にいちゃんと海うみに行いったんだって？」

　オレがモモキガハラの、ジィちゃんとこにいるあいだに……。

　セイジは、兄にいちゃんといっしょに、海かい水すい浴よくに行いってたんだ。

　オレは、兄にいちゃんからの超ちょううざいメールで、それを知しったんだっけ。

「おぅ！　おまえを、さそうつもりだったのに、ジィちゃんとこから帰かえってきやしねぇ！　盆ぼん前まえにはもどるって言いってたクセに！　オレは、たいへん、さびしかった！」

　セイジはヘンなポーズのまま、口くちをとがらせた。

　さすがに、オバケに、とりつかれちゃったから、なんて、言いえるわけないしなぁ。

「わ、悪わるかったよ。やむをえない、ジジョーが、あったんだ！　それに……だからって、なんで、兄にいちゃんを、さそうっていう発はっ想そうになるんだ？」

「そりゃあ、麗れい一いち郎ろうさんを、尊そん敬けいしてるからに決きまってる！」

　セイジはそう言いうと、ムネをはった。

　だいぶ前まえに、なんで兄にいちゃんを尊そん敬けいしてるのか、セイジに聞きいたら、

『小しょう１のとき、超ちょう巨きょ大だいな犬いぬに、追おいかけられたのを、助たすけてもらったから！』

　……らしいけど、兄にいちゃんが、そんな勇ゆう敢かんなことができるとは、思おもえない。

　兄にいちゃんも、おぼえてないって言いってたし。だから、セイジの、かんちがいだと思おもうんだけど……。

「ところで、眠ねむり田だくんにおみやげがあるのですが」

　えっ、なんだろ……と、思おもったオレがバカだった。

「ゆだんしたなっ！　父とうちゃん直じき伝でんのハイパーキックをくらえ！」

「やめろ、部へ屋やの中なかだぞ！　それに、兄にいちゃんが教おしえたケリじゃないのかよ！」

「キエエエエエエ！」

　オレのツッコミなんて、聞きいちゃいないセイジが、おたけびを、あげたとき！

「ボクのケリも、くらえええ！　キャホオオイ！」

　ヘンテコな声こえとともに、パスケースから白しろいのが飛とびだして……!?

　　　ズドオオオオオオン！

　すごいイキオイで、本ほんだなに、つっこんでった！

　ドサドサッ！　バラバラッ！　と、タタミに本ほんが落おちる。
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「なっ、なんだなんだ!?　本ほんがっ！」

　セイジはあわてて、本ほんだなへと、駆かけよった。

「まさか、オレのケリから、ショーゲキハが!?」

「……そんなワケないだろ……」

　オレの、セイジへのツッコミに、いきおいがないのには、ワケがあります。

　本ほんだなから落おちた本ほんに、うもれるようにして……。

　シツジが、タタミの上うえで、のびてる！

　セイジは、落おちた本ほんを拾ひろってるけど、シツジには気きづかない。

　つまり、視みえてないって、ことだ。

「ぅオマエらぁ！　あばれるんなら、外そとでやりやがれぇ！」

　おじさんの、どなり声ごえが、店みせのほうから聞きこえてきた。

「父とうちゃん！　オレ、ショーゲキハを、出だしちゃった！　どうしよう！」

　セイジが、おじさんに言いいに行いってるスキに、オレはシツジをかかえあげた。

「シツジ、だいじょうぶかっ？」

「サイキョーは～ボクのケリです～～……キュウ！」

　シツジは、ヘンな声こえをあげると、気きをうしなっちゃった。

「やっべぇ……オレ、マジでスゲェ。天てん才さいかも。また出だせるかなぁ、今いまのワザ」

　ブツブツ言いいながら、セイジがもどってくる。

　セイジが視みえてないなら、シツジはこのままで、いいか！

　ひとまずオレは、シツジを頭あたまの上うえに、のっけた。

「涼りょう、オレ、真しんなる力ちからが、カクセイしてしまった！　おまえも見みただろ!?　ショーゲキハ！」

「み、見みた……けど……ショーゲキハじゃあ、なかったような？」

「ぬぬっ？　疑うたがうってのか？　よし、じゃあ、もう１回かい、見みせてやる！」

　セイジは右みぎ手てで、握にぎりこぶしを作つくり、上じょう半はん身しんをねじる。そして───！

「ハァ───────────ッ！」

　こぶしを前まえに、つきだしながら、声こえをはりあげた……けど。

「あれっ？　ウソだろ？　なんで？」

　なにも起おこらなかった。……いや、起おこるわけがなかった。

「……ヒッサツワザは、１日にちになんども、出だせないからじゃない？」

「そうか！　そういうことか！」

「そうそう、そういうこと。だから、そろそろ、宿しゅく題だいはじめよーぜ？」

「よしきた！」

　ノートを、テーブルの上うえに広ひろげ、セイジはさっそく、宿しゅく題だいを始はじめた。

　オレのノートを、まるうつし……いや、参さん考こうにしてる。

　じゃあオレは、きのうの分ぶんの日にっ記きを、書かきあげようかな……って、思おもっていたら。

「オレさぁ、お盆ぼんに、島しまのジィちゃんのとこ、行いったんだけどさぁ」

　セイジ、いきなり、なんの話はなしだ？

「ジィちゃんとこに、親しんせきの兄にいちゃんたちも、集あつまっててな」

　そこまで言いって、いきなり手てをとめ、ギッ、とオレを見みる。

「みんな、ジマンしやがるんだよ。学がっ校こうの『七なな不ふ思し議ぎ』を！」

「七なな不ふ思し議ぎ？　音おん楽がく室しつの絵えが、うたうとか、校こう庭ていの像ぞうが、歩あるくとか……こわいやつ？」

「そうそう。通かよってる学がっ校こうに七なな不ふ思し議ぎがあるらしくてさ！　２つ見みただの、３つ見みただの、ジマンするんだよ！」

「そ、そういうのって、ジマンになるのかなぁ？」

「なるだろ！　うらやましいじゃん！」

　……ぜんぜん、うらやましく、ないんだけど。

　オレが、どう返へん事じをしようか、なやんでると。

　セイジは、エンピツを、ほうりなげ、床ゆかに、ねころがってしまった。

「あーあ。なんで、オレたちの学がっ校こうには、七なな不ふ思し議ぎが、ねぇんだろうな!?」

「まだ、学がっ校こうが新あたらしいからじゃない？　今いまの場ば所しょにたってから、10年ねんぐらいだろ？」

　オレたちの通かよう「マネイリ小しょう学がっ校こう」は、もともとは、２つの学がっ校こうだったらしい。

　生せい徒とがへったから、２つの小しょう学がっ校こうを１つにして、新あたらしく、建たてられたんだって。

　だから、建たて物ものだけじゃなく、学がっ校こうそのものの、歴れき史しもあさいんだよね。

「七なな不ふ思し議ぎって、むかしから学がっ校こうに伝つたわってるような、イメージがあるし」

　オレが、日にっ記き帳ちょうを開ひらきながら、そう言いうと。

「そうだ！　いいこと思おもいついた！」

　セイジが、とびはねるように、立たち上あがった。

　……なんだか、すごーく、イヤな予よ感かんがする。

「だったら！　オレたちで、七なな不ふ思し議ぎを作つくればいいんじゃねぇの!?」

「───へっ？」

「ないなら、作つくっちゃえってことだよ！　よし決きめた、作つくるぞっ！」

　……あ───あ、はじまったか。

　セイジが、こんな風ふうになったら、止とめても、聞きかないんだよなぁ……。

　やりとげて満まん足ぞくするか、とちゅうで、あきるまで、ほっとくしかない。

「いっしょに、すっげぇ七なな不ふ思し議ぎを作つくろうな、涼りょう！」

　……オレも、参さん加かすることに、なってるし！

　宿しゅく題だいが終おわってないもんだから、現げん実じつ逃とう避ひしてるんだろう。

　だから、２学がっ期きが始はじまるころには、あきてるんじゃ、ないかな？

「わかった、わかった。手て伝つだうよ」

「よっしゃ！　じゃあ、いいアイデアを出だすためにも、外そとに行いこうぜ！」

「ちょっとまて。おまえ、宿しゅく題だいはどうするんだ？」

「気きにするな。新しん学がっ期きまでは、まだ、たっぷりと、時じ間かんがある！」

　……たっぷりは、ないと、思おもうんだけどな？　あと３日かだし!?
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　オレたちが向むかったのは、セイジんちの近ちかくにある、公こう園えんだった。

　まぁまぁ大おおきくて、池いけや、遊ゆう歩ほ道どうがある。

　あたりを飛とび回まわってるシツジも、なんだか楽たのしそうだ。

　なんとなく、池いけをながめると、フナっぽいのが、泳およいでた。

「うぉっ、魚さかな！」

　魚さかながキライなセイジは、池いけから身みを遠とおざける。

　食たべるのもキライだけど、見みるのもダメらしい。

　小ちいさいころ、小こ魚ざかながウジャウジャいる中なかで、おぼれかけて以い来らい、ダメなんだって。

　魚さかな、美味おいしいのに……ざんねんだよな。

「あれっ、太た川がわくんと……眠ねむり田だくん？」

　とつぜん、名な前まえを呼よばれ、声こえがしたほうへと、顔かおを向むける。

　すると、遊ゆう歩ほ道どうのそばにある東あずま屋やで、女おんなの子こが手てをふってた。

　あの子こは……同おなじクラスの、近江おうみ流る七なさんだ。

　……って、シツジ、なんでオマエも、手てをふり返かえしてんの？

「お!?　近江おうみじゃねぇか！　ひっさしぶりー！　ここで、なにしてんだ？」

「絵えをかいてたの。夏なつ休やすみの自じ由ゆう研けん究きゅうにしようと思おもって」

　オレとセイジが東あずま屋やに行いくと、近江おうみさんは、かいてた絵えを見みせてくれた。

　この東あずま屋やから見みえる景け色しきが、水すい彩さいで、かかれてる。

「うまいなぁ！　近江おうみさんって、絵えの才さい能のうあるよね！」

「図ず工こうでかいたやつも、うますぎるから、ずっと廊ろう下かに、かざってあるしな！」

「ほへー、このムスメ、なかなか、やりますねぇ！」

　シツジ、絵えのうまいヘタが、わかるのか……って、シツジのこと、わすれてた！

　……でも、近江おうみさん、視みえてないっぽいから、いいよね？

「あ、ありがとう……！」

　２人ふたり（と１匹ぴき）でほめたからか、近江おうみさんは、すごく照てれくさそうだ。

「スゴイよ。オレ、自じ由ゆう研けん究きゅうは、最さい後ごの日ひに、やる予よ定ていだぞ？」

「なんで最さい後ごの日ひなんだよ」

「１日にちでも多おおく、あそびたいじゃん！」

　オレたちのやり取とりを聞きいた、近江おうみさんは、クスクス笑わらった。

「太た川がわくんたちは、どこかに、行いくところだったの？」

「いいや。いいアイデアを、出だしたくってさぁ。外そとの空くう気きを、すいにきた！」

「アイデアって、自じ由ゆう研けん究きゅうの？」

　近江おうみさんが、首くびをかしげると、セイジは、とくい気げに笑わらった。

「それが、ちがうんだなー。オレたち、『マネイリ小しょうの七なな不ふ思し議ぎ』を、作つくることにしたんだ！」

　セイジは、オレの肩かたを、バスバスと、たたきながら言いう。いてぇよ。

　すると、近江おうみさんが、目めを見みひらいた。

「七なな不ふ思し議ぎ？　なんだか、おもしろそうだね！」

「おぅ、近江おうみも、いっしょにやるかぁ？　『３人よればモモンガがどーの』って、いうしな！」

「なんだそれ」

「『文もん殊じゅの知ち恵え』、だね！」

　近江おうみさんは、やっぱり、楽たのしそうだ。意い外がいと、こういうの、スキなのかぁ。

「よし！　じゃあ、ここを会かい議ぎ場じょうにすっかぁ！　議ぎ長ちょうはオレな！」

　セイジはそう言いうと、石いしのベンチに、ドスンとすわった。

「じゃあ、これ、メモ帳ちょうがわりに使つかって」

　近江おうみさんは、小ちいさなスケッチブックを、テーブルの上うえにひらく。

　まだ、まっ白しろなそれを、３人にんで、のぞきこんだ。

　ついでにシツジも、オレの頭あたまの上うえから、のぞきこんでる。

「七なな不ふ思し議ぎだからぁ、まず、１人ひとりが２つ、考かんがえて……６つできるだろぉ」

「のこり１つは、どうするんだ？　議ぎ長ちょう？」

「んー、それは３人にんで、考かんがえるとしようぜ！」

「それがいいよね」

　そう言いいながら、３人にんで顔かおを見み合あわせ、うなずいて……気きづいた。

　……シツジが、近江おうみさんの頭あたまの上うえに、乗のってる！

　呼よびもどしたいけど、２人ふたりには、視みえてないから、ビックリされるだろうし……。

　どうしようか、悩なやんでると……。

　シツジのやつ、こんどは、近江おうみさんのヒザの上うえに座すわっちゃった！

『おとなしくしてるんだぞっ』

　オレは声こえを出ださずに、口くちだけパクパクさせるのだった。
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　その後ご、３人にんで、ああだこうだと、話はなし合あいを続つづけた結けっ果か。

　ついに、オレたち作さく「マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ」が完かん成せいしてしまった！

　いつのまにかオレも、ついつい熱ねっ中ちゅうしちゃったし……。

　スケッチブックに、七なな不ふ思し議ぎがズラッとならんでる。
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「………………」

「………………」

「…………思おもったより、こわくならなかったね？」

　近江おうみさんが、ポツリとつぶやいた。

　よかった。そう思おもったの、オレだけじゃなかった。

　考かんがえこんでたセイジが、オレの肩かたをつかんだ。

「いや、まだあきらめるのは早はやいぞ！　麗れい一いち郎ろうさんなら、七なな不ふ思し議ぎにふさわしい話はなしを知しってるんじゃねぇか!?」

「つまり、『兄にいちゃんに聞きいてこい』って、ことだな？」

　オレが、セイジに確かく認にんしていると。

「レイイチロウさん、って、だぁれ？」

　近江おうみさんが、ヒザの上うえに、シツジをのっけたまま、首くびをかしげた。

「オレの兄にいちゃんだよ。……オバケとかに、くわしくてさ」

　まさか、霊れい能のう力りょく者しゃだとは言いえないから、オレはそんなふうに、ごまかす。

「スゴイ人ひとだぜ！　近江おうみも会あってみろよ！　あ、そうだ近江おうみ、この七なな不ふ思し議ぎを書かいた紙かみ、オレがもらって帰かえってもいいかぁ？」

「いいけど、ちょっと待まって。夏なつ休やすみの思おもい出でに、写しゃ真しんを撮とっておきたいの」

　近江おうみさんは、すっごく楽たのしそうに、スマホのカメラで、七なな不ふ思し議ぎを撮とった。

　よし、オレも撮とっとこうっと。

　一いっ方ぽう、セイジは、七なな不ふ思し議ぎを書かいた紙かみをながめながら、しみじみと言いう。

「あーあ、この七なな不ふ思し議ぎが、ホントに『マネイリ小しょうの七なな不ふ思し議ぎ』にならねぇかなぁ……」

　……いやいやいや、これは、遊あそびだし。

　七なな不ふ思し議ぎって、いわゆる怪かい奇き現げん象しょうってヤツだし…………こわいし!!

　オレが、肩かたをすくめた、そのとき。

　急きゅうに、あたりが、うす暗ぐらくなった。

　空そらを見み上あげれば、こい灰はい色いろの雲くもが、空そらをおおってる。

「うおっ、雨あめふりそう。今日きょうはもう帰かえるか……って、おそかったか！」

　セイジが、さけんだ直ちょく後ご、ポツポツパラパラと、雨あめがふり始はじめた。

　あっと言いうまに、土ど砂しゃぶりになる。

「あーあ。これ、やむまで、ここから動うごけないね」

　近江おうみさんと２人ふたりで、ぼんやりと、空そらを見み上あげていると。

「雨あめと雨あめの、スキマをさぁ。オレのスーパーダッシュで、通とおりぬけられねぇかな！」

　セイジのやつが、また、おかしなことを、言いいだした。

「ムリに決きまってんだろ！　ぬれちゃうってば！」

　あわてて、引ひっぱりもどそうと、セイジのウデをつかんだとき。

　　　パチャチャッ

　小ちいさく、水みずのはねるような音おとが、オレの耳みみのすぐそばで、聞きこえた。

　セイジをつかんだ右みぎ手てが、一いっ瞬しゅんだけかがやき、あわてて、はなす。

　……なんだ今いまの……見みまちがい……かなぁ？

　オレが、右みぎ手てをにぎったり、ひらいたり、していると。

　　　スイッ

　───セイジの体からだのまわりを、とても小ちいさな魚さかなが、１匹ぴき、泳およいでた。

「……えっ？」

　魚さかなは、セイジの目めの前まえを、すーっと通とおりぬけ……そのまま、消きえた。

　……って、ことは、あの魚さかなは、オバケってこと!?

　すぐそこの池いけから、きたのかな？

　まさか、魚さかなギライのセイジに、魚さかなのオバケが、よって来きたなんて……。

　セイジには視みえてなくて、よかったぁ。

　こっそり安あん心しんしていると、雨あめが弱よわくなり、すぐにやんだ。

「おっ、帰かえるなら、今いまのうちじゃねぇか？」

　セイジは空そらを見み上あげたあと、オレと近江おうみさんを、ふり返かえる。

「ふたりとも、まったなー！」

　セイジは、両りょう手てをふり回まわしながら、一ひと足あし先さきに、東あずま屋やから飛とびだしていった。

「近江おうみさんは、どうするの？　絵えをかいてる、とちゅうだったよね？」

「うん。でも、つづきは、家いえでもかけるから……」

「なんかゴメンね。ジャマしちゃって」

「そんなことない！　七なな不ふ思し議ぎ作づくり、すごく楽たのしかった！　それに、とってもかわいいオバ……えっと！　とにかく、だいじょうぶ！」

　オレがあわてたせいか、近江おうみさんも、あわてるように言いう。

　んん？

　とちゅうで、なにか、言いいかけたような……？

「それなら、いいけど……」

　オレが、そう言いうと。

「あ、あのねっ、眠ねむり田だくん。わたしっ……！」

　とても真しん剣けんな顔かおで、近江おうみさんが、オレにつめよってくる。

「ん、ん？　……なに？　どうかした？」

「わたしねっ、あのっ、そのっ…………おっ……！」

「お？」

「──────お、おそくならないうちにっ、帰かえるね！」

「そっ、そうだね。とちゅうまで、いっしょに帰かえろっか」

　……なにか、大だい事じな話はなしを、するのかなって思おもったんだけどなぁ。

　ま、いいけど。

　バタバタと帰かえりじたくを始はじめる近江おうみさんを、待まちながら。

　オレはちょっとだけ、ひょうしぬけ、しちゃったのでした。
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「タダイマ！　テレビ！　ウエサマー！」

　家いえに帰かえるなり、シツジは、リビングへと飛とびこんでいった。

　お母かあさんは、まだ、帰かえってきてないみたいだから、まぁいっか。

　でも、兄にいちゃんは、いるみたいだな。

「うわーん！　ヒキョウだぞぉ、ニーチャン！」

「うわっはっはっはー！　くやしかったら、うばいとってみろ！」

　……さっそく、なんか、やってるし。

　あわてて入はいった、リビングで、オレが見みたものは。

　テレビのリモコンを持もった手てを、前ぜん後ご左さ右ゆうに、ふり回まわしている兄にいちゃんと……。

　リモコンを、うばおうと、必ひっ死しにとびまわってる、シツジのすがただった。

「ご主しゅ人じん！　ニーチャンがぁ、テレビ見みせてくれないですー！」

「ふははははは！　そらそら、どうした！」

「返かえしてくださーい！　それ、ボクのなのにー！」

「これはウチのであって、オマエのではなーい！」
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「兄にいちゃん、シツジがあばれるから、そのへんでやめて」

　そう、声こえをかけると、兄にいちゃんは、オレをジロリと見みた。

「……おまえ、アホオバケを外そとに出だしたまま帰かえってきたのか？」

　…………へ？

「う、うん。ほとんど人ひとがいなかったし。イタズラもしてないよ」

「へーぇ。ほーぉ。ふーん」

　兄にいちゃんは、ムカつく返へん事じをすると、テレビの電でん源げんをいれた。

「……おっ、『チキンカレー』だってよ？　オバケにわかんのか？」

　テレビに映うつったのは、料りょう理り番ばん組ぐみだ。

　アクションや時じ代だい劇げきが好すきなシツジが、料りょう理り番ばん組ぐみなんて……。

「カレー!?　ボク、カレーだいすきですけど!?」

　…………見みるのね。

　シツジは、目めをキラキラさせて、テレビのまん前まえに座すわりこんじゃった。

　スパイスの説せつ明めいを見みながら、「わーお！」って、大おおよろこびしてる。

　兄にいちゃんは、シツジをからかって満まん足ぞくしたのか、ソファに、腰こしをおろした。

「おまえ、セイジ君くんとこに、宿しゅく題だいやりに行いったんだろ？　もう、終おわったのか？」

「宿しゅく題だいどころじゃ、なくなったんだ。セイジが、マネイリ小しょうの七なな不ふ思し議ぎを作つくるって言いいだして」

「七なな不ふ思し議ぎぃ？　……マネイリ小しょうのぉ？」

　兄にいちゃんは、顔かおをしかめた。

「オレとセイジと、もう１人ひとり、同おなじクラスの子こで、作つくってさ。……ほら、これ」

　オレは、スマホで撮とっておいた、七なな不ふ思し議ぎのリストを、兄にいちゃんに見みせた。

「ふーん、七なな不ふ思し議ぎねぇ」

　兄にいちゃんは、しばらくスマホをながめると、ニヤリと笑わらった。

「とりあえず、この魚さかなとトカゲのは、おまえが考かんがえただろ」

「なんでわかったの!?」

「ビックリするほど、こわくねぇから」

「こわくなくて、悪わるかったなっ」

　そういやセイジも、トカゲや魚さかながあるせいで、こわさが足たりないんじゃないかって、言いってた。

　くっそー、兄にいちゃんといい、セイジといい…………あ、そうだった！

　セイジから、たのまれてたんだっけ。

「兄にいちゃんは、うちの学がっ校こうの七なな不ふ思し議ぎっぽい話はなし、なにか聞きいたことある？」

「マネイリ小しょうの？　……んー」

　兄にいちゃんは、しばらく考かんがえこんだあと、ボソリと言いった。

「あるには、あるぞ。１つだけな」

「ほんとっ？　なに？　どんな話はなしっ!?」

「──かつて、イダイなる霊れい能のう力りょく者しゃが、マネイリ小しょうの校こう舎しゃのあちこちに自じ分ぶんの名な前まえを彫ほっててな。それが、魔まよけがわりに、なっているという……」

「ま、マジで!?」

「マジでマジで。オレも実じっ際さいに見みたからな。……だからな、マネイリ小には、七不思議が、存在しねぇんだよ」

「………………は？」

　どうして、そういうことになるのか、わからず、オレは首くびをかしげた。

「七なな不ふ思し議ぎってのは、怪かい奇き現げん象しょうだろ？　魔まよけのあるところでは、怪かい奇き現げん象しょうは発はっ生せいしねぇ。……つまり、マネイリ小しょうでは、七なな不ふ思し議ぎが、『存在できない』」

「な、なるほど……」

　学がっ校こうが新あたらしいからとか、そういう理り由ゆうじゃ、なかったのか。

　あーあ。それ教おしえたら、セイジ、残ざん念ねんがるだろうなぁ。

「セイジ君くんには悪わるいが、七なな不ふ思し議ぎなんてのは、とくに気きをつけなきゃダメだ。ただでさえ、おまえはオバケに好すかれやすいからな。……どこでヘンなオバケに目をつけられるか、わかったもんじゃない」

　兄にいちゃんは、シツジを、ビッ、と指ゆびさしながら言いった。

　ううっ、た、たしかに。……こいつも、オレに目めをつけた、ヘンなオバケだもんなぁ。

　そんなシツジは、テレビにあきたのか、オレのとなりに、ちょこんと座すわった。

「まぁ、悪わるいことは言いわねぇから、七なな不ふ思し議ぎに深ふか入いりするのは、やめておきたまえ」

「ヤメテオキタマエー」

　兄にいちゃんと……ついでにシツジも、ふんぞり返かえる。

「それに、２学がっ期きが始はじまると、なにかあっても、オレは、すぐには助たすけてやれねぇんだからな？　ここは、モモキガハラとは、ちがうんだから」

「……兄にいちゃん、助たすけてくれたことなんて、なかったよね？　モモキガハラでも」

「あら？　そうでしたっけ？」

　兄にいちゃんが、マジメな顔かおで、わざとらしく、首くびをかしげた、そのとき。

「ダイジョーブですよ、ニーチャン！　ご主しゅ人じんは、このボクが、守まもりますです！　ナナフシギなんて、やっつけますよぉ！　こうやって、こうやって！」

　シツジは、両りょう手てをバタバタ、ふり回まわす。

「へぇー。そーかそーか。で、ナナフシギってどんなテキなんだ？　アホオバケ君くん」

「そーですよ！　どんなテキなんですか、ご主しゅ人じん!?　ハッキリしてくれないと、こまります！」

　……質しつ問もんされたのは、オマエだと思おもうんですけど？

「どーんな、テキでも、ボクにおまかせあれー！」

　シツジは、いさましいことを言いうと、オレの頭あたまの上うえによじのぼり、ムネをはる。

「オレ、ノドがかわいたから、ジュース取とってくるね」

「ひどい！　ジュースとボクと、どっちがダイジなんです!?」

　ぐりんぐりんと、体からだをねじり、シツジはコウギしてきた。

　頭あたまの上うえであばれるのは、やめてくれないかな。

「あ、そうそう、わすれてた。……おまえ、学がっ校こうにアホオバケを、つれてくつもりか？」

　兄にいちゃんは、急きゅうにマジメな顔かおになった。

「い、いちおう、そのつもりだけど……？」

「あのな……学がっ校こうに、魔まよけがあるって話はなしは、理り解かいしたな？」

　シツジを学がっ校こうにつれてくのと、学がっ校こうの魔まよけに、なんの関かん係けいが…………あ、あれ？

「もしかして……魔まよけって、シツジにも、きいちゃうのっ!?」

「トーゼン。悪わるいこと言いわねぇから、学がっ校こうに行いってるあいだは、こいつはカードに閉とじこめとけ」

　兄にいちゃんは、テレビのチャンネルを変かえながら、ぶっきらぼうに、そう言いった。

「そっかぁ、わすれてた。おまえって、オバケだったんだっけ……」

　なぜかソファの下したに、もぐりこもうとしてるシツジに、そう声こえをかけると。

「ええっ、そんなバカな！　オバケとか、チョーこわいですけど！」

　シツジが、ブルブルと、体からだをふるわせたのだった。
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　とうとう、２学がっ期きが、やってまいりました。

　今いま、オレは、この上うえなく、キンチョーしてる。

　……なぜなら、シツジを、学がっ校こうにつれていかなきゃ、ならないからだ！

　オレの心しん臓ぞうは、ドッキドキの、バックバクの、ガッチャガチャだ。

　きのうの夜よるだって、なかなか、ねつけなかった。

　シツジは、オレの腹はらをマクラにして、グースカねてたけどね！

「シツジ、ちょっと、話はなしがあるんだけど」

　オレは、自じ分ぶんの部へ屋やで、床ゆかに正せい座ざし、シツジと向むき合あってた。

　シツジは、まだねむいのか、目めをこすってる。

「いいかシツジ。……アクビはやめて、よーく聞ききなさい」

「ふぁい」

「今いまから、オレは、おまえといっしょに、学がっ校こうに行いきます」

「ガッコウ？　ジゴクのイリグチのことなんです？」

「地じ獄ごくの入いり口ぐち？　なんだそりゃ？」

「ニーチャンが、言いってました！」

　オレにとっては地じ獄ごくってほどじゃないけど……おっと。

　話はなしが、それた。

「ジゴクはともかく。……きのう、学がっ校こうに魔まよけがあるって、兄にいちゃんが、言いってただろ？」

「そーでしたっけぇ？」

「そーでした。……で、その魔まよけは、オマエにも効こう果かがあるらしいから……おまえは、カードの中なかに、入はいっててもらいます」

「えーっ！」

「たのむよ。そうしないと、おまえ、消きえたりするかもしれないぞ？　オレが、いいって言いったときは、外そとに、出でてもいいから」

「ホントです？　ウソついたら、ハリセンボン、まるのみですからね！　ご主しゅ人じん！」

　……そのハリセンボンって、まさか、魚さかなのほう!?

「お、おう。……おまえも、カードの中なかでおとなしくするって、ヤクソクだからな？」

「ガッテンご主しゅ人じん～！」

　シツジは、オレのまわりをクルクル飛とび回まわり、最さい後ごには、頭あたまにしがみつく。

　この、はしゃぎっぷり……ホントに、だいじょうぶなのかなぁ？

　でも、ウチにおいていくのは、もっと心しん配ぱいだし……とオレが、まよっていると。

「涼りょう～？　なにやってるの？　もう、学がっ校こうに行いく時じ間かんでしょー！」

　１階かいから、お母かあさんの声こえが、聞きこえてきた。

　しまった、早はやく、シツジをカードに入いれ……ようとしたら！

　シツジのやつ、勝かっ手てにドアをあけて、出でて行いっちゃった！

「いざ、シュツジーン！　イヤッホォ──！」

「おまえが行いくのは、玄げん関かんじゃなくて、カードの中なかだろおおお！」

　ウチを出でるまえから、これだよ！
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　どうにか、シツジをカードに入いれて、いざ出しゅっ発ぱつ。

　ちょっとキンチョーしながら、通つう学がく路ろを歩あるいてく。

　角かどを曲まがり、大おおきな通とおりに出でると、クラスメイトの小こ森もり蒼そうと会あった。

　蒼そうと会あうのは、１学がっ期きの終しゅう業ぎょう式しき以い来らいだ。

「蒼そうっ、おはよー！　元げん気きだった!?」

「涼りょうくん！　すっごい、ひさしぶりだね！」

　あいさつをかわした後あとは、夏なつ休やすみのことを、報ほう告こくしあう。

　……もちろん、オバケのことは、ナイショだけど。

　あれこれ話はなしていると、あっと言いうまに、学がっ校こうへ到とう着ちゃくだ。

　ちょっとドキドキしながら、くつ箱ばこへ向むかうと……。

「おはよう、眠ねむり田だくん、小こ森もりくん！」

　くつ箱ばこの前まえで、近江おうみさんに会あった。

　自じ由ゆう研けん究きゅうの話はなしをしながら、クツをくつ箱ばこに入いれようとしたとき。

「わーお！　コムスメ発はっ見けん！」

　シツジがいきなり、カードから飛とびでてきた！

　そして、となりにいる近江おうみさんに、飛とびつこうとした……ところを、オレはギリギリつかむ！

　ちょ、ちょっとまて！　なんでシツジ、ここで出でられたの!?

　学がっ校こうには魔まよけがあるって……ここにはないってこと!?

「ね、眠ねむり田だ、くん……？」

　エンリョがちな近江おうみさんの呼よびかけに、われに返かえれば。

　近江おうみさんと、蒼そうが、ビックリした顔かおで、オレを見みてた。

　それもそのはず。オバケが視みえない、２人ふたりから見みたら……。

　オレは、近江おうみさんに向むかって、中ちゅう途とはんぱに、手てをのばしたポーズになってたんだ。

「え！　あー……！　蚊か！　蚊かが、見みえたもんだから！　思おもわず！」

　オレはシツジから手てをはなし、パン！　と、手てをたたいて見みせた。

「なんだぁ、蚊かかぁ」

　蒼そうは、なんだかホッとした顔かおをして、近江おうみさんは……笑わらいを、こらえてる？

　なんだか、すごくはずかしくなって、オレは、うつむき……シツジと、目めが合あった。

「ご主しゅ人じん、なんです、これ？　たくさん、ハコの中なかに入はいってますけどぉ？」

　シツジは、そう言いいながら、くつ箱ばこをのぞきこむ。

　そして、くつ箱ばこに入いれたばかりだった、オレのクツを……。

　　　ポコン、ポコン！

　外そとに、放ほうり出だしちゃった！

「ど、どうしたの？　涼りょうくん。クツ、なげたりして……」

　蒼そうが、目めを丸まるくして、オレを見みる。

「げ、くつ箱ばこの中なかに、なにかいた気きがして……あー、ビックリしたなーっ！」

　オレが、ごまかすように、笑わらっていると。

「うわっ！」

　こんどは、蒼そうが、さけぶ番ばんになった。

「い、今いま！　ぼくのクツが、くつ箱から、飛びでてった！」

「「ええっ!?」」

　オレと近江おうみさんの声こえが、みごとにハモる。

　あわてて、シツジを探さがすと……あれっ、いない！

　どどど、どこ行いったんだ!?

　すばやく、あたりを見み回まわしたオレが……見みたものは。

　クツやうわばきを、次つぎから次つぎへと、くつ箱ばこから放ほうり出だしてるシツジだった。

「えっ!?　ちょっとこれ、なにが起おきてんだ!?」

　あたりを見み回まわしながら言いう蒼そうの目めの前まえを、ぴゅ───っと、シツジが通とおりすぎてく。

　ほかのクラスのくつ箱ばこでも、

「もう、こっちにもこんなに入はいってるー！　ダメじゃないですかぁ！」

　シツジはなぜか、おこってるみたいだ……って、だまって見みてる場ば合あいじゃない！
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「シィ～ツゥ～ジィ～！」

　オレは小ちいさくうなりながら、シツジのそばへと、大おおまたで、近ちかづく。

　　　ポーン、ポ─────ン！

　放ほうり出だされていく、うわばきを、よけて……。

　シツジを、とっつかまえた！

「あ、ご主しゅ人じん！　ここはキレイになりましたよぉ！　カラッポ！」

　シツジは楽たのしそうに、オレのほうを、ふりむく。

　そして、オレと目めが合あった瞬しゅん間かん、フシギそうな、顔かおをした。

「あれぇ？　なんでご主しゅ人じん、おイカリなんです？　おなかへったんです？」

「なんででしょうねぇ！」

　どうやら、シツジは、イタズラしたつもりは、ないらしい。

　くつ箱ばこの中なかを、キレイにした……つもりなのかな？

　……うぐ。これ、おこるに、おこれなくない？

　どうするべきか、オレが、まよってると。

「眠ねむり田だくん？　見つかっ……じゃなくて、そっちは、どう？」

　うしろから近江おうみさんの声こえがして、オレはとっさにシツジを、背せ中なかへとかくす。

　近江おうみさんは、視みえてないから、かくす必ひつ要ようはないんだけど。

「だ、だいじょうぶ！　こっちは、平へい気きみたいだよ！」

　犯はん人にんが、やらかす前まえに、ソシしました……とは、言いえない。

「や、やっと、おさまったぁ……。なんだったんだろ、今いまの？」

　くつ箱ばこに、よりかかりながら、蒼そうが、ため息いきをついた。

「地じ震しん……じゃないよね。くつ箱ばこが、勝かっ手てに、クツをはきだすなんて」

　蒼そうが、ボソリと言いった言こと葉ばに、オレは息いきをのむ。

　───『クツを、はきだす、くつ箱ばこ』？

　七なな不ふ思し議ぎの１つめが、そうだったよな？

　思おもわず、近江おうみさんを、チラリと見みると……近江おうみさんと、目めが合あった。

　…………ま、まっさかぁ！

　シツジのしわざだから、七なな不ふ思し議ぎとは、カンケーなくない？

　うん、ナイナイ！

「とにかく……ここ、片かたづけたほうが、いいよね」

　蒼そうの声こえを合あい図ずに、オレたちは、散ちらばった、うわばきやクツを、片かたづけはじめるのでした。

　もちろん、シツジにも、こっそり、手て伝つだわせて。

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その１：クツをはきだす　くつ箱ばこ
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　朝あさの会かいが、始はじまる直ちょく前ぜん。

　オレは、廊ろう下かのすみっこで、シツジにお説せっ教きょう……じゃなくて、話はなし合あいをしていた。

　視みえないヒトには、カベに向むかって、ブツブツ言いってるように、見みえるだろう。

　いちおう、片かた手てにスマホをにぎって、ごまかしてみたけど……ダメかな。

「……とりあえず、おまえ、学がっ校こうで、カードの外そとに出でても、消きえないっぽいな」

　だって、さっきからシツジ、ヘーゼンと、してるんだもん！

　兄にいちゃんが言いってた『魔まよけ』って、ウソだったのかも。

「ただし、モノには、ゼッタイさわるなよ。視みえないヒトが見みたら、ビックリしちゃうから」

「えー。ご主しゅ人じんが、テジナをやったことにすれば、いいんじゃないです？」

「それちょっといいアイデアだけど、ダメ。あと、人ひとがたくさん、いるときは、オレのそばに、いること」

「もー、ご主しゅ人じんは、やっぱり、さみしがりやなんです？　ヘタレなんですぅ？」

「ぐぬ。そ、そういうことに、しておくから……ヤクソクだぞ？　ヤクソク」

　指ゆび切きりげんまんの、つもりで、小こ指ゆびを出だしたら……。

　　　がぶっ！

「なんで、かみつくんだよっ!?」

「なんとなく！」

　オバケって、ほんと、わかんないない！
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　──ただいま、オレは、放ほう課か後ごの教きょう室しつで、ぼーっとしております。

　脱だつ力りょくしすぎて、朝あさからのドタバタが昨日きのうのことみたいだ。

　教きょう室しつにのこってる男だん子しは、オレ１人ひとり。

　ほかは、女じょ子しが５人にん、おしゃべりしてる。

　その中なかには、近江おうみさんもいた。

　近江おうみさんと仲なか良よしの、上あが妻つませりかさんもいるから、いっしょに残のこってるんだろう。

　……いや、オレはべつに、居いのこりさせられてるわけじゃあ、ないですよ？

　セイジが、職しょく員いん室しつからもどってくるのを、待まってるんです。

　セイジのやつ、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいをいくつか、やってなくて、呼よびだされたんだ。

　今いまごろは、担たん任にんのサオリ先せん生せいから、こってりと、お説せっ教きょうされてることだろう。

　それにしても……ね～む～い～！

　きのう、キンチョーして、よく眠ねむれなかったせいだろうなぁ。

　……ちなみに、シツジも、オレの机つくえの上うえでゴロゴロしてます。

　なんか、アザラシみたい。

　だーれも、視みえてないから、堂どう々どうとしたもんだ。

　……それにしても、セイジ、おっそいなぁ？

　日ひが暮くれるまでに、終おわるかな……なんて考かんがえながら、窓まどの外そとを、ながめていると。

「ねぇ聞きいた？　けさの、くつ箱ばこのさわぎって、七なな不ふ思し議ぎらしいよ！」

　女じょ子しの１人ひとりが、はしゃいだ声こえで、そう言いったのが、聞きこえてきた。

　とたんに、オレの意い識しきは、そっちを向むく。

「えー？　七なな不ふ思し議ぎぃ？」

　そう言いったのは、上あが妻つまさんだ。

「そうなの！　マネイリ小しょう七なな不ふ思し議ぎの１つ……『クツをはきだす　くつ箱ばこ』なんだって！」

「そ、そんなのっ……初はじめて聞きいた、よ？」

　近江おうみさんが、びっくりした様よう子すで両りょう手てを口くちにあててる。

　そりゃあ、おどろくよね。オレだって、びっくりしたもん。

　なんで、オレたちが作つくった、七なな不ふ思し議ぎが、みんなに知しられちゃってんの？

　オレとセイジと、近江おうみさんしか、知しらないはずなのに。

　あの、おどろき方かたからして、近江おうみさんがだれかに言いったわけじゃ、なさそう。

　そうなると、セイジしか、いない。

　あいつ、オレらの七なな不ふ思し議ぎを、学がっ校こうの七なな不ふ思し議ぎにしたいって、言いってたもんなぁ。

「じゃあ、ほかの６つって、なんなの？」

「それは、まだナゾみたい。でも、調しらべはじめた人ひともいるらしいよ、１組くみの子ことか！」

「えー？　調しらべて、どうすんのよ～」

「それがね。調しらべていけば、もっと七なな不ふ思し議ぎが起おこるんじゃないかって言いわれてるの！」

　──────は？

「「なにそれ、知しらない！」」

　同どう時じにさけんだのは……オレと、近江おうみさんだった。

「な、なんなの、眠ねむり田だくん。いきなり入はいってきて……。アンタも、七なな不ふ思し議ぎ、調しらべてんの？」

　オレがとつぜん、さけんだから、女じょ子したちがいっせいにオレに注ちゅう目もくする。

「じ、じつは、そうなんだ。でも、七なな不ふ思し議ぎが起おこるってのは、初はつ耳みみでぇ」

「情じょう報ほうおそいよー！　もう、学がっ校こう中じゅうの子こが、知しってるよー？」

「マジかよ！　そ、それ、だれが最さい初しょに、言いい出だしたの？」

「さぁ？　そんなの知しらないー」

　ですよね！

　とにかく、セイジがもどってきたら、すぐに確かく認にんを……と、思おもった、そのとき。

「こらー、あんたたち！　まだ教きょう室しつに、のこってたの？」

　サオリ先せん生せいが、教きょう室しつに入はいってきた。

　そのうしろには、へろっへろのセイジがつづく。

　これは……そうとう、しぼられたな？

　よたよた歩あるきながら、セイジは、オレのそばへ近ちかづいてきた。

「いやぁ、まいったまいった。今こん週しゅう中ちゅうに、ちゃんと終おわらせろ、だって」

「そりゃあ、そうだろ。今こん週しゅう中ちゅうで、よかったじゃん。……じゃ、帰かえろっか」

　オレはそう言いって、席せきをたった。

　セイジも、荷に物もつを取とりに、自じ分ぶんの席せきへともどってく。

「ほらほら、女じょ子しもねー。久ひさしぶりに会あって、おしゃべりが楽たのしいのは、わかるけど」

　先せん生せいはそう言いうと、パンパンと、手てをたたく。

　そして、女じょ子したちが「はーい」と、返へん事じをした……そのとき。

「オハヨウゴザイマス！」

　びょいんっと、シツジが、机つくえの上うえから飛とびあがった。

「あれー、ご主しゅ人じん、まだガッコウにいるんですー？」

　シツジは、オレの背せ中なかをよじのぼると、頭あたまの上うえで、教きょう室しつを見み回まわした。

「もうすぐ帰かえるから、もうちょっと、まってて」

　シツジに向むかって、ヒソヒソと、ささやくと。

「あいあい。ちょっとボク、おさんぽ、してますねー」

　シツジは、そう言いうと、教きょう室しつのうしろへと、フワフワ飛とんでいってしまった。

　とちゅう、女じょ子したちの頭ず上じょうで、くるっと一回かい転てんしたときは、ヒヤっとしたけど……。

　やっぱり、気きづかれてないみたい。

　視みえるヒトって、そうそう、いるもんじゃないんだなぁ。

　ホッとしながら、セイジのところへ行いこうとした、そのとき。

「ふぇっ、ふぇっ……ふぇ……へ───っきしっ！」

「ふぁっ、ふぁっ……くしゅんっ！」

　上あが妻つまさんと、もう１人ひとりの女じょ子しが、クシャミをした。カゼでも、ひいたのかな？

　シツジは、クシャミにびっくりしたのか、すばやく、女じょ子したちからはなれる。

　でも、また、フワフワともどってきて、女じょ子したちの上うえを通とおった。

　……すると、また。

「ぶぇ、ふぇ、ふぇ──────ックション！」

　これまた、ダイナミックなクシャミが、上あが妻つまさんから飛とびだした。

　…………んんんっ？

　なんか、今いまの、タイミングって……。
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　シツジがそばを飛とんだとき、クシャミをした気きがするんだけど？　そのとき、

「おまたせー、涼りょう。帰かえろうぜー」

「う、わぁっ!?」

　セイジに声こえをかけられ、オレは飛とびあがった。

「なっ、なんだ。ぼーっとしてたのかぁ？」

「えっ？　あ、あぁ、ちょっとねむくなって」

「のんびりしてんなぁ、おまえは。……オレなんて遅ち刻こくしそうになるわ、宿しゅく題だい出だせなくて怒おこられるわ、くつ箱ばこのさわぎは見みられないわで、さんざんな１日にちだったってのに」

「……１つめと２つめは自じ分ぶんのせいじゃね？」

　ふよふよ、こっちにもどってくるシツジを、確かく認にんしつつ。

　オレはセイジに、そうツッコむのだった。
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　２学がっ期きはじめの、帰かえり道みち。

　オレとセイジは公こう園えんに、より道みちしてた。

　話わ題だいは、もちろん、七なな不ふ思し議ぎについてだ。

　七なな不ふ思し議ぎが広ひろまってるって話はなしを、セイジに、伝つたえると。

「よっしゃイエーイ！」

「よっしゃ、って……少すこしは、不ふ思し議ぎに思わねぇの？」

「んー……たしかに、なんで広ひろまったんだろうなぁ？　オレの、ジョーネツとか？」

　セイジは、歩あるきながら、うで組ぐみし、首くびをかしげた。

　七なな不ふ思し議ぎを、広ひろめたのは、セイジじゃないらしい。

「まぁ、理り由ゆうは、わっかんねぇけど……ラッキーじゃん！　ほかのも、実じつ現げんしてほしいよな！」

　セイジはとつぜん、立たち止どまると、にんまり笑わらった。

「そんなワケないだろ……。そもそも、実じつ現げんしたとして、どうするんだよ？」

「どうするって、マネイリ小しょうの公こう式しき七なな不ふ思し議ぎになるかもしれねぇんだぜ!?　すげぇじゃん！」

　……まーた、わけのわからない野や望ぼうに、とりつかれたな、コイツ。

「あっ、そうだ！　涼りょう、麗れい一いち郎ろうさんに、聞きいてくれたか!?」

「えっ？　……あぁ、七なな不ふ思し議ぎっぽい話はなしってヤツな。１つだけ、聞きけたよ」

　あ。オレも、すっかりわすれてた。

「どんな話はなしだったんだっ？」

「校こう舎しゃのあちこちに、イダイな霊れい能のう力りょく者しゃが、名な前まえを彫ほってるらしい。で、それが、魔まよけになってるんだってさ。だから、その効こう果かで、マネイリ小しょうでは七なな不ふ思し議ぎは起おこらないって……」

「イダイな、レイノウリョクシャ！　すっげぇ！」

　予よ想そうはしてたけど、セイジは大だいコーフンだ。

　後こう半はん、ぜったい、聞きいてなかったぞ。

「よし！　さっそく明日あしたから、霊れい能のう力りょく者しゃの名な前まえを探さがしてみようぜ、涼りょうっ！」

「まぁ、ほどほどにガンバッテ……って、オレもなのぉ!?」

　しまった、また、巻まきこまれた！

「あったりまえだ！　こうしちゃいられねぇ、オレ、うちに帰かえって準じゅん備びするわ！　サラバ！」

「なんの準じゅん備びがいるんだよ!?」

　オレの呼よびかけも、むなしく、セイジはあっと言いうまに、いなくなった。

　１人ひとりのこされたオレは……うん、うちに帰かえろうっと。

「シツジ～？　出でてくるかー？」

　カードにもどってた、シツジに、呼よびかけてみた。

　せっかくだし、さんぽしながら、帰かえろうと思おもったんだ。

　ひるねの続つづきをするって、言いってたけど……起おきるかな？

「いやっほ───い！」

　シツジはすぐに、にゅるんと出でてくる。……ところが。

「む？　むむむっ！　クセモノ！　デアエ、デアエー！」

　シツジはとつぜん、近ちかくの植うえこみの中なかに、とびこんじゃった！

　そして、草くさや低ひくい木きの葉はっぱを、ガサガサとゆさぶりはじめ……。

「めしとったぁ！」

　植うえこみから、うれしそうに顔かおだけを出だした。

　めしとった？　モグラかなにか、つかまえたのか？

「シツジ、生いきものをいじめるのは……」

　やめなさいって、オレが言いうよりも、早はやく。

「おっ、おっ、お許ゆるしをぅううう……！」

　ブルブルふるえるような、聞ききおぼえのない、声こえがする。

「シンミョウにいたせー！　ご主しゅ人じん、つかまえましたよ！」

　シツジがそう言いいながら、なにかを、ひきずりだしてきた。

　それは、たいそう、でっかい……マジで、でっかい……。

「見みてください！　でっかいトカゲ！」

　……トカゲだった！

　動どう画がで見みたことのある、コモドオオトカゲなみに、でっかくない!?

「わーお！　しっぽ、ながーい！」

　オレのまわりを飛とびながら、シツジは大だいコーフンだ。

「ねぇねぇご主しゅ人じん、トカゲって、食たべられるんです？」

「えっ!?　食たべたいの、おまえっ!?」

「も、申もうしわけありませんが、ワタクシは食しょく用ようではございません！」

　トカゲが、しゃべった！

「どうぞ、どうぞ、おゆるしを……！　ワタクシは、古ふるくから、この地ちをまもる、ゼンリョウなオバケなのです！　ヒトサマに危き害がいなど、くわえませんんん！」

　トカゲは、ブルブルふるえると、地じ面めんにぺたりと、頭あたまをつけた。

「まだまだ、ズがたかーい！」

「ひぇえええ！　これでは、いかがですか！」

　シツジがよけいなこと、言いうもんだから、トカゲは地じ面めんに頭あたまを、つっこんじゃった！

「やめろシツジ！　このトカゲ……さんは、オレたちに、なにもしてないだろ！」

　オレはオバケトカゲの前まえに、かがみこんだ。

「だいじょうぶですから、どうか、頭あたまをあげてくださいっ！」

　あわてて、そう言いうと、オバケトカゲは、やっと、土つちから頭あたまを出だした。

「あ、ありがとうございます、ネムリダ・リョウ殿どの！」

「……へ？　なんで、オレの名な前まえ、知しってるの!?」

「もちろん。ネムリダの、あらたな霊れい能のう力りょく者しゃですから。このあたりの、オバケたちの間では、ちょっとした有名人です」

「え！　……ど、どんな風ふうに、有ゆう名めい？」

　ドキドキしながら、たずねると、オバケトカゲは、もうしわけなさそうに、ささやいた。

「ええと……お兄にい様さまが、ああいった感じということで、なんか、こう」

　……一いっ瞬しゅんにして、どういう風ふうに、有ゆう名めいなのか、聞ききたくなくなった！

　ホント、すみません！

「……コホン。それはさておき。ワタクシ、オバケトカゲの『カナナカ』と申もうします。このあたりを担たん当とうしております、地ち霊れいでして。これは、ワタクシの名めい刺しです」

　気きづけば、オレはいつのまにか、手てに、小ちいさな紙かみを持もってた。

　見みてみると、ガタガタな字じで、「カナナカ」と書かかれてる。

「これはこれは、ゴテイネイに。……名な前まえが、あるんですね」

「もちろんです」
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　チラリとシツジを見みると、シツジも、オレを見みていた。

「なぁシツジ……このオバケ、ヤバイ系けい？」

「わかんないない！」

　小こ声ごえでたしかめたつもりだったのに、カナナカさんに、聞きこえてたらしい。

「ご安あん心しんを。ワタクシは無む害がいですので！」

「は、はぁ。その、地ち霊れいさんが、オレに、なんのご用ようでしょう？」

　まさか……オバケキノコのときみたいに「体からだをよこせ」とか、言いわれるんじゃないだろうな！

　どんなに、礼れい儀ぎ正ただしくおねがいされても、それはダメだからな！

　少すこしずつ、後あとずさりながら、カナナカさんの返へん事じを、待まっていると。

「ご用ようというか……じつは、リョウ殿どのを、見みはっていたのです」

「えええっ!?　オレ、なにもやってないよ!?」

「そうだそうだー！　ご主しゅ人じんは、ナニもしやがらなーい！」

「ちょっ！　その言いい方かただと、なんかダメな感かんじに聞きこえるだろ、シツジ！」

「まぁまぁ、おふたかた。おちついて」

　オレとシツジは、カナナカさんに、なだめられてしまった。

「リョウ殿どのには申もうしわけないのですが、マネイリの地ちに、あらたな霊れい能のう力りょく者しゃが、ふえたとなれば、地ち霊れいとしては、ほうっておくわけには、いかないのです。……それに」

　カナナカさんは、そう言いうと、少すこしだけ、頭あたまをひくくした。

「部ぶ下かである低てい級きゅうな地ち霊れいたちが、ソワソワしておりまして。……あなたが、その原げん因いんなのです」

「ど、どういうこと？」

「リョウ殿どのは、ネムリダの中なかでも、少し変わった力を、お持もちのようだ。それが、部ぶ下かたちを、ソワソワさせているのでしょう」

「変かわった力ちから……？」

「ええ。ワタクシたちのような、存そん在ざいを、ひきつける……と言いいましょうか」

「オバケに好すかれやすい、とは、言いわれたけど……」

「おぉ、まさしく、そのことです」

　カナナカさんは、こまったような、顔かおになった。

「いくら低てい級きゅうとはいえ、たくさんの地ち霊れいが、不ふ安あん定ていになると、この地ちのまもりが、おろそかになります。そうなると、悪わるいものを、呼よびこみやすくなってしまう」

　な、なるほど。マネイリ町ちょうにとってよくない、ってことなのか。

「と、とりあえず、気きをつけます。……どうやればいいか、さっぱり、わかんないけど」

「おねがいいたします。……ところで、そのオバケくんは、リョウ殿どのの部ぶ下かですか？」

「ぶ、部ぶ下か!?　……では、ないかな。とりつかれては、いるけど」

「その、オバケくんを、あやつっておられるのでは？」

「……コイツ、オレの言いうこと、聞きかないから」

「そうだぞー！　ボクは、言いうこと聞きかないんだぞー！　スゴイ！」

「スゴクない！　……そう言いえば、カナナカさんは、オレがいても、ソワソワしないの？」

「ワタクシは、中ちゅう間管かん理り職しょくなので、モンダイございません！」

　カナナカさんは、そう言いうと、体からだをそらせて、ムネをはった。

　オレには、よくわからないリクツだけど、ナットクしたふりをしておこう。

「おっと、もうこんな時じ間かんだ。では、そろそろ、おイトマします」

　カナナカさんは、早はや口くちでそう言いうと、もとの、植うえこみへ向むかう。

　そして、ズブズブと、シッポのほうから、土つちにもぐり始はじめた。

　……トカゲって、あんなふうに、土つちにもぐるっけ？

「ワタクシに、ご用ようのときは、小しょう学がっ校こうの花かだんにおいでください。……それでは」

　最さい後ごに、それだけを言いうと、かんぜんに、土つちの中なかへと消きえてしまった。

　もぐったあとの穴あなも、のこってない。

　……まるで夢ゆめでも、見みたみたいだ。

　そうだ、夢ゆめかどうか、たしかめてみよう。

　オレは、頭あたまにのっかってる、シツジのほっぺたを、ギュウっとつねった。

「あいたたたたた!?　いきなりなにをー!?　ご主しゅ人じん、ごランシンー!?」

「あ、夢ゆめじゃないや」

「ひどい！」

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その２：ヒトの言こと葉ばをしゃべる　巨きょ大だいトカゲ
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「たっだいまー！」

「タタイマー！　あれ？　タライマ？　タリラマ？」

　シツジを頭あたまにのっけたまま、うちに帰かえると……。

　兄にいちゃんが階かい段だんに腰こしかけ、アイスを食たべてた。

　右みぎ手てにチョコ、左ひだり手てにバニラを持もち、交こう互ごにかじってる。

　ぎょうぎが悪わるいのを通とおりこし、意い味みわかんない。

　……それに、よく見みたら、オレのチョコアイスじゃないか！

「兄にいちゃん、そのアイス、オレのだろ！」

「ほぉまえへ、ひょれひょりらいりらころがあふぅばろほぉ」

「なに言いってるか、さっぱりわかんねぇよ！」

　オレがさけぶと、兄にいちゃんは、チョコアイスを、一いっ気きに食たべちゃった！

「……それより大だい事じなことがあるだろ、って言いったんだ」

　兄にいちゃんは、そう言いいながら、アイスの棒ぼうを、オレに向むけた。

「え？　なに？　当あたりがでたの？」

「ちがうわ。おまえ、なんかオレに報ほう告こくすること、ないか？」

　なんの話はなしだろ？

「帰かえり道みち、小しょう学がく生せいどもが、七なな不ふ思し議ぎだのなんだので、もり上あがってたぞ？　どうなってんだ」

　……うわぁ、兄にいちゃんの耳みみにまで、入はいったのか。

　オレは、まず、七なな不ふ思し議ぎが勝かっ手てに広ひろまってることを、説せつ明めいした。

　次つぎに、くつ箱ばこ事じ件けんと、その犯はん人にんの、シツジのことを。

　そして、カナナカさんと、その部ぶ下かの地ち霊れいたちのことも話はなすと、兄にいちゃんは、顔かおをしかめた。

「あーあ！　七なな不ふ思し議ぎ、広ひろまっちゃって。あーあ！」

「べ、べつに、オレが広ひろめたわけじゃねぇもん！」

「広ひろまっちまったもんはしょうがねぇが……くつ箱ばこがどうのってのは七なな不ふ思し議ぎの１つだったな」

「う、うん。でも、シツジのイタズラだから、七なな不ふ思し議ぎじゃないよ」

　オレがそう言いうと、兄にいちゃんは目めをほそーくして……くいくいと手てまねきした。

「アホオバケくん、ちょっとこちらへ」

「ヤです」

　シツジはオレの頭あたまにしがみつき、そっぽを向むいたものの。

「アイスあげるから、こちらへ」

「わーお!?　ボク、そのアイス、食たべたことないですー！」

　シツジは兄にいちゃんの前まえに、シュバッと飛とんでいった、あげく。

　　　にゅいっ！

　兄にいちゃんから、右みぎのほっぺたを、つままれちゃった。

「うひー！　ボクのほっぺが、ほっぺがー！」

「ヒトさまに、メーワクかけるなって、言いってんだろうが！」

「にっ、兄にいちゃんやめてっ。わざとやったワケじゃ、ないんだし！」

「わざとで、たまるか。……おまえには、こいつが視みえるから、不ふ思し議ぎでも、なんでもないだろうけどな。視みえないヒトにとっちゃ、こいつのやることは、『異常なこと』なんだからな？」

　兄にいちゃんは、きびしい口く調ちょうで言いった。

「視みえてない子こたちにとっては、くつ箱ばこのことは、とてもおそろしいことだったんだ。いきなり、くつ箱ばこのクツが飛とびだすんだから」

「う、うん……」

「そもそも、コイツをカードに放ほうりこんでウチにおいとけば、起おこらなかったことだぜ？」

「そりゃあ、そうだけど……でも、それはさすがに、かわいそうじゃないか！」

「だから、カードに入いれもしねぇで、連つれまわしてんのか？　かわいそーだからってか？」

　兄にいちゃんは、あきれたように、手てをヒラヒラさせる。

　そして、ぐいっと、オレのほうへと、顔かおをつきだした。

「…………あのなぁ、涼りょう。オバケは、友ともだちじゃねぇんだよ」

　兄にいちゃんの、声こえは怒おこってるのに……顔かおは、笑わらってた。

　それを見みているうちに……なんだか、腹はらが立たってくる！

「じゃ、じゃあ！　兄にいちゃんにとって、オバケって、なんなのさ！」

　オレが言いい返かえしたせいか、兄にいちゃんの目めが、まるくなる。

　だけど、すぐに、すぅっと、細ほそくなった。

「カンタンに言いえば。……命めい令れいして、言いうことを聞きかせるための、手て下した、ってとこだ」

　兄にいちゃんの、『命めい令れい』って言いい方かたは、とても……とっても、ヤな感かんじだ。

　気きがつけば、オレは、ぶんぶんと、首くびをふっていた。

「オレはっ……そういうの、なんかヤだ！」

「ヤだ、って言いってもなぁ。……おまえが、あこがれてるご先せん祖ぞサマだって、オバケを手て下したにして戦たたかってたんだぜ？」

　たしかに、それは、兄にいちゃんの言いうとおりだ。

　オレだって、オバケにかっこよく、命めい令れいする自じ分ぶんを、想そう像ぞうしたり、したけど。

「で、でもオレは、霊れい能のう力りょくが強つよいワケじゃないから……兄にいちゃんみたいに、命めい令れいなんてできない。シツジには、言いうこと聞きいてほしいって思おもうけど……それは、命めい令れいとかじゃ、なくって」

　シツジは、友ともだちとは言いえないけど……手て下したにしたい、わけじゃない。

「うまく協きょう力りょくしあえたらいいなって、思おもうんだ！　すぐにはむずかしいかもしれないけどっ！」

　オレが、どなるように言いうと、兄にいちゃんは、少すこし、考かんがえこむ。

　……けど、すぐに、肩かたをすくめた。

「そーですか。……ま、たしかに、オレのやりかたは、オマエにゃムリだよなぁ」

「兄にいちゃんの、やりかた？」

「そーです。……はっきり言いうとオレは、オレの命めい令れいを聞きかないオバケは、いらない」

「…………え？」

　今いまなんか……兄にいちゃんの目めが光ひかったような？

「いらないから消けしちまうんだよ。ぺしゃっと」

　兄にいちゃんはそう言いうと、オレの方ほうへと右みぎ手てをのばす。そして、オレが抱かかえてたシツジの頭あたまへと、てのひらを、近ちかづけた。

　　　ゾワリ

「──やめろっ！」

　あわててシツジを兄にいちゃんから遠とおざける。
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「やらねぇよ。……な？　おまえはそんなこと、できねぇだろ？」

　いつのまにか、兄にいちゃんの顔かおは、いつも通どおりの、ニヤニヤ顔がおになってた。

「まぁ、いいさ。おまえはおまえの、やりかたで、オバケと、付つき合あっていけばいい。オレは、賛さん成せいも、反はん対たいも、しねぇよ。……おまえに、カクゴさえ、できてりゃな？」

　……カクゴ？　覚かく悟ごって、なんの覚かく悟ごだろ？

　オレが考かんがえこんでると、兄にいちゃんは「はあ──っ」と大おおきくため息いきをつく。

　そして、なにやらブツブツ言いいだした。

「それにしてもアホオバケ……くつ箱ばこでイタズラ？　……あそこには３カ所しょ……なんでだ？」

　ムシャムシャとアイスを食たべながら、ひとりごとを言いってる。

　……さっきの兄にいちゃんは、とてつもなく、おっかなかった。

　兄にいちゃんを、あんなに怖こわく感かんじたのって、はじめてかも。

　しっかりとシツジを抱かかえたまま、兄にいちゃんの様よう子すを、うかがってると。

　兄にいちゃんが、急きゅうに、声こえをかけてきた。

「あ、そうそう。カナナカってやつの、ことだけどな」

「えっ!?　カナナカさんのこと、知しってんの？」

「おう。オレが小ちいさいころ、うっかり、ヤツのシッポを消けしたことがあってなぁ」

　な……なにを、どう、うっかりしたら、シッポを消けしちゃうのか。

「兄にいちゃんって、ほんと、オバケたちに対たいして、ロクなことしてないね！」

「悪わるかったな。……ま、このへんの地ち霊れいだから、アイツのことは、信しん用ようしてもいいぞ」

「そっか、よかったぁ」

「あと、おまえにソワソワしてる、悪あくシュミな地ち霊れいどもは……ほっとけ」

「そ、それで、だいじょうぶなの？」

　カナナカさんは、すごく、気きにしてたみたいだけど……いいのかなぁ？

「だいじょーぶだって。たとえるなら、『となりのクラスの転てん校こう生せいが超ちょうイケメン！』ってカンジで、ザワついてるだけだ。そのうち、おちつく」

「えっ……いやぁ、オレ、べつに、イケメンじゃないけど……」

「だれが、いつ、おまえが、イケメンだと、言いった？」

　兄にいちゃんの目めが、すんごく、冷つめたい！

「でもまぁ、オバケたち的てきには、おまえはイケメンかもなー」

　くっそぉ、ニヤニヤ笑わらいの兄にいちゃんに、なにか、なにか言いい返かえして……あっ、そうだった！

「兄にいちゃんこそ、校こう舎しゃじゅうに魔まよけがあるって、言いってたクセに……。シツジが、よゆうで、カードの外そとに出でられたんだけど!?」

　オレがそう指し摘てきすると、兄にいちゃんは「バレたか」と、のんきに言いった。

「『弘こう法ぼうにも筆ふでの誤あやまり』って言いってな。強つよい霊れい能のう力りょく者しゃでも、失しっ敗ぱいはつきものだ。それに、名な前まえを彫ほったのって３年ねん生せいのころだから、さすがに、効こう果かがうすれて……」

「え？　声こえが小ちいさくて聞きこえない！　なんて言いったの？　３年ねん生せいが、なに？」

「とにかく！　魔まよけには、あんまり、期き待たいするなってことだ！」

「前まえと言いってることが、ちがわない!?」

「ヒトの心こころとは、つねに、うつろうものなのです」

　あいかわらず、わけのわかんないこと、言いいやがって！

　いつのまにか、アイスを食たべ終おわってた兄にいちゃんは、ノソリと立たち上あがる。

　そして、階かい段だんから、オレを見み下おろしてきた。

「さて、お兄にい様さまのチューコクをムシするのがとくいな、涼りょうくん」

「な……なんでしょうか？」

「もし、なにか起おこったら、お知しらせください。よろこんで、お助たすけします。……有ゆう料りょうで」

　兄にいちゃんは、わざとらしく頭あたまを下さげると、ドスドスと、階かい段だんをのぼって行いっちゃった。

　……あああっ！　だから、オレのチョコアイス、買かってかえせ！
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　兄にいちゃんに、チョコアイスをうばわれた、あくる日ひの朝あさ。

　学がっ校こうに着つくと、やけに、ザワザワしてた。

　まさか七なな不ふ思し議ぎかって思おもったけど、そうじゃなさそうだ。

　女じょ子しトイレの前まえに、女じょ子しが集あつまって、真しん剣けんな顔かおで、話はなしこんでる。

「やだー！　なによそれ！　きもちわるいっ！」

　ヘンな虫むしでも出でたのかな、なーんて思おもいながら、通とおりすぎようとすると。

　廊ろう下かの向むこうから、女じょ子しが３人にん、大おおあわてで、こっちに走はしってきた。

「見みてきたよ！　１階かいも、２階かいもだった！　先せん生せい用ようのトイレも！」

「第だい２校こう舎しゃも、全ぜん部ぶだってさ！」

　次つぎから次つぎに、女じょ子しがあつまって、女じょ子しトイレの前まえが、にぎやかになる。

　なにがあったか、聞ききたいけど……なんか、声こえをかけづらい。

　だ、だれか知しってる子こは……あ！　近江おうみさん発はっ見けん！

「あ、お、おはようっ、眠ねむり田だくん」

　近江おうみさんは、なんだか、おちつかないカンジに見みえた。

「おはよー。……なんで女じょ子したち、さわいでんの？」

「それが……女じょ子しトイレのドアに、男だん子しトイレのマークが、ラクガキされてたの……」

「はぁ？　なんのイミがあんの、それ？」

「わかんない。でも、調しらべたら、校こう舎しゃじゅうの、女じょ子しトイレに、ラクガキがあったみたいで」

「そ、そりゃあ、女じょ子しは、気き持もち悪わるいと思おもうだろうなぁ」

　近江おうみさんが、無む言ごんでうなずいた、そのとき。

「聞きいたか？　これも、七なな不ふ思し議ぎの、１つだってよ！」

　すると、近ちかくにいた生せい徒とたちが、いっせいにザワつきだす。

　ふり返かえると、同おなじクラスの馬ま越ごえくんと、目めが合あった。

　馬ま越ごえくんは、クラスの男だん子しのリーダーっぽいヤツだ。

「おぅ、眠ねむり田だ！　ほら、ちょっと見みてみろよ」

　馬ま越ごえくんは、オレを引ひっぱると、女じょ子しをかきわけ、トイレに向むかう。

　すると本ほん当とうに、女じょ子しトイレの入いり口ぐちドアに、男だん子しトイレのマークが、かいてあった。

　しかも、女じょ子しトイレのマークに、大おおきなバツ印じるしをかいた上うえで。

　でも、トイレにラクガキするなんて七なな不ふ思し議ぎ、作つくったっけ？

「眠ねむり田だ、『マネイリ小しょう七なな不ふ思し議ぎ』のこと、ぜんぜん知しらねぇの？」

　馬ま越ごえくんが、あきれたように言いった。

「あー……うん。くつ箱ばこのを、知しってるぐらい？」

「しょーがねぇな。これは、マネイリ小しょう七なな不ふ思し議ぎその３！『男だん子しトイレに変かわる女じょ子しトイレ』、だよ！」

　うわぁ！　やっぱり、オレたちが考かんがえたヤツだ！　……で、でもでも！

「男だん子しトイレに変かわるって……これ、ただのラクガキじゃん！」

「朝あさイチで、校こう舎しゃじゅうの女じょ子しトイレぜんぶに、かくのが、ただのラクガキぃ？」

　馬ま越ごえくんは、あっさりと、オレの意い見けんをはねのけちゃった。

「でっ、でも、ラクガキなだけで、トイレそのものが、変かわってるワケじゃないし……」

「なーに、ブツブツ言いってんだ！」

　馬ま越ごえくんが大おお声ごえで言いうもんだから、みんなが、チラチラこっちを見みる。

　女じょ子しトイレの前まえで、なにやってんだ、オレ！

「い、いやぁ、七なな不ふ思し議ぎが現げん実じつになるって、スゴイなと思おもって！　じゃ、オレ、教きょう室しつ行いくね！」

　馬ま越ごえくんにそうつげると、オレは、女じょ子しトイレから、急いそいではなれた。

　すると、追おいかけるようにして、近江おうみさんが、小ちいさな声こえで話はなしかけてくる。

「……眠ねむり田だくん。やっぱり、七なな不ふ思し議ぎみたいだね。みんな、そう言いってるの」

「おっかしいよなぁ。オレたち以い外がい、知しらないハズなのに、なんで……？」

　しかも、広ひろまったうえに、実じつ現げんしてる！

　もう、そのことじたいが、不ふ思し議ぎでしょーがない。

『恐きょう怖ふ！　勝かっ手てに広ひろがる　七なな不ふ思し議ぎ！』だよ！

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その３：男だん子しトイレに変かわる　女じょ子しトイレ
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　教きょう室しつに入はいると、すぐさま、セイジが駆かけよってきた。

　いつもは始し業ぎょうギリギリにしか登とう校こうしないのに、めずらしいことも、あるもんだ。

　しかも、なんかニヤニヤしてるし。

「おはようセイジ。なに、ニヤけてんの？」

「ニヤけもするさ！　……女じょ子しトイレの話はなし、聞きいただろ!?」

「あー……うん。オレたちの、ヤツ、だったよな」

「なんだよー！　もっと、よろこべよー！　涼りょう！」

　セイジは、オレの頭あたまを、ガクガクとゆさぶった！

「ちょっ、いたいってば、セイジ！」

「この調ちょう子しで、３つ、４つって、実じつ現げんしていけば！　オレたちの考かんがえた七なな不ふ思し議ぎが、マネイリ小しょうの公こう式しき七なな不ふ思し議ぎになる日ひも、近ちかい！」

「わかったから、ゆさぶるなって！」

　うれしいのはわかるけど、ちょっと、コーフンしすぎじゃない!?

「今日きょうは朝あさからいいことだらけだ！　『早はや起おきは さんざん おトク』ってのはこういうことか！」

「さんざんおトク、じゃなくて、『三さん文もんの得とく』、な。……いいことだらけって、なにかあったの？」

　オレがそう、たずねると、セイジはオレに、Ｖサインをつきだした。

「おう！　今日きょうは、朝あさはやく登とう校こうして、名な前まえ探さがし、してたんだけどさ！」

「……名な前まえ探さがしって、兄にいちゃんから聞きいた、霊れい能のう力りょく者しゃの!?」

「もちろん！　……バッチリ見みつけたぜぇ？」

「マジか!?　で、だれだったんだ？」

「それは……放ほう課か後ごになってからの、おタノシミです！」

　セイジはそう言いうと、にっこり、じゃなく、ニタリと、わらったのだった。
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「さぁ、オレの調ちょう査さ結けっ果かの、ホーコクの時じ間かんだぜ！」

　帰かえりの会かいが、終おわるなり、オレはさっそく、セイジにつかまった。

　七なな不ふ思し議ぎ探さがしが、はやってるせいで、教きょう室しつにのこってる子こが、多おおい。

「それで、なんて名な前まえが、彫ほってあったんだ？」

「まぁまぁ。今いまから見みせるから、手て伝つだってくれよ」

　セイジはそう言いうと、教きょう室しつの、うしろのスミへと歩あるいてく。

　そして、そうじ道どう具ぐいれのロッカーを、ガタゴトと、動うごかしはじめた。

「ちょっ、そんなもの動うごかしたら、おこられるぞ!?」

「なんかうしろに落おとしたって言いえばいいんだよ」

　ガコンと大おおきな音おとをさせて、セイジはロッカーをかたむけた。

「ロッカーのうしろのカベを見みてみろ。早はやく！」

　ロッカーをささえたままの、セイジに、せかされ、あわててカベをのぞきこむ。

　すると、いつもは、かくれてるカベに、小ちいさく、なにか彫ほってあった。目めをこらして、よく見みたら。

「眠ねむり……田だ、麗れい、一いち……郎ろう……？」

　あれ？　どっかで聞きいたことのある名な前まえ……

「兄にいちゃんじゃねぇかああああ！」
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　なぁにが、イダイな霊れい能のう力りょく者しゃだ！

「５、６年ねん生せいの教きょう室しつぜんぶで、この魔まよけを、見みつけた。場ば所しょも同おなじ、ロッカーのうらだ」

　セイジはそう言いうと、上うわ着ぎのポケットから、ゴソゴソと、紙かみを取とりだす。

「これ、オレが作つくった校こう舎しゃの地ち図ず。赤あかマルがついてるところに、名な前まえが彫ほってあった」

　ざっと見みると、５年ねん生せいと６年ねん生せいの教きょう室しつは、ぜんぶマルがついてる。

「で！　のこりも、今いまから探さがしに行いこうぜ！」
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　そして、オレとセイジによる、兄にいちゃんの名な前まえ探さがしが始はじまった…………けど、すぐ終おわった。

　教きょう室しつを出でたとたん、セイジが、サオリ先せん生せいにつかまったんだ。

　セイジはまだ、宿しゅく題だいを出だしおわってないらしい。

　お説せっ教きょうが長ながくなりそうだからと、オレは先さきに、帰かえることになった。

　そういうワケで、オレは、１人ひとりでトボトボ、下げ校こう中ちゅうだ。

　馬ま越ごえくんから、いっしょに七なな不ふ思し議ぎを探さがさないかと、さそわれたのも、ことわった。

　七なな不ふ思し議ぎが、気きにならないワケじゃない。

　むしろ、なんで広ひろまったのかは、気きになるんだけどね。

　なんとなく立たちどまり、学がっ校こうを、ふり返かえっていると。

「ご主しゅ人じん、おウチ、ついたですぅ～？」

　シツジが、にゅるんと、カードから、顔かおだけを出だした。

　ちょっと目めがトロンとしてるのは、ねてたからなのかな？

「まーだだよ。もうすぐ、着つくから、もうちょっと、カードの中なかでおとなしく……」

　そう言いいかけて、気きづいた。

　今日きょうのシツジは、学がっ校こうにいるあいだ、カードから出でてこなかった。

　七なな不ふ思し議ぎでドタバタしてて、すっかり、わすれてた！

「おまえ、今日きょうはいい子こだったなぁ。やればできるオバケじゃないか。見み直なおしたぞ？」

　そう言いいながら、シツジの頭あたまを、グリグリとなでる。

「うへへぇ、ボク、できるオバケですからぁ、トーゼンです！」

　シツジはそう言いいながら、デレデレと、笑わらっていたものの。

「……むっ？　むーむむむむむ！」

　とつぜん、ヘンな声こえをあげると、カードから飛とびだした！

　しかも、フキゲンそうな顔かおで、キョロキョロしてる。

「ど、どうしたんだ、シツジ？　なにか……」

「あいや、またれよご主しゅ人じんー！」

「もがッ！」

　シツジは、さけびながら、オレの口くちを、両りょう手てでふさいだ。

「むっ、むっ、む！　このオクに、なんか、いやがりますです！」

　そう言いいながら、シツジがのぞきこんだのは、ほそーい路ろ地じだ。

　……あれ？　こんな道みち、ここにあったっけ？

　なんか、暗くらいし、どこに続つづいてるかも、わかんないし。

「なんかいるって、なにがっ？」

「トッカン、トッカ───ン！」

　シツジは、ナゾのおたけびをあげると、路ろ地じへと入はいっていっちゃった！

　トッカンって、なんなんだよ!?
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「ちょっ、おいっ！　シツジ！　まてまてっ！」

　路ろ地じは建たて物もののかげにあって、うす暗ぐらく、入いり組くんでる。

　すごくせまくて、人ひとが１人ひとり、通とおりぬけるのが、やっとだ。

　右みぎに左ひだりに、なんども、曲まがりながら、シツジを追おいかける。

　方ほう角がくなんて、とっくに、わかんなくなってます！

「おいっ、シツジ───」

「わーお！　ボク、イチバンヤリー！」

　やっと、ストップしたシツジは、両りょう手てをあげ、そうさけんだ。

「……で、ここ、どこなんだ？　シツジ？」

「さぁ？　知しりませんけど？」

「おまえなぁ……」

　体からだから、力ちからがぬけるのを感かんじながら、あたりを見み回まわす。

　オレたちがいるのは、せまい、空あき地ちみたいなところだ。

　まわりはぐるっと、建たて物ものにかこまれてて、とても日ひ当あたりが悪わるい。

　地じ面めんの土つちや、建たて物もののカベには、コケが生はえてるところもある。

　こんな、ウスキミ悪わるい場ば所しょ……はやく、出でたほうがいいな。

　そう思おもって、シツジに、声こえをかけようとしたとき。

「およよよよよよ、ヒトだ！」

　シツジじゃない、もちろん、オレでもない声こえが、聞きこえてきた！

「ホントだ、ホントだ！」

「どーした、どーした？」

　四し方ほう八はっ方ぽうから、いろんな声こえが、聞きこえてくる。

　はじめは、声こえだけだったけど……だんだん、すがたが視みえて……って、うわ！

　ヘンな形かたちのヤツらが、ウジャウジャと、オレたちを、とりかこんでる！

　丸まる、三さん角かく、四し角かく！　それと、グニャグニャしてるのも！

　……な、なんなんだ、コイツら！

「なんでヒトが、地ち霊れいの集しゅう会かい所じょに、入はいってきちまったんだぁ？」

「カナナカさまが、ヒトは入はいれないように、してたはずだぞ？」

　カナナカさんの名な前まえが聞きこえ、オレはふと、思おもい出だした。

　……地ち霊れいって、もしかして、カナナカさんの、部ぶ下かたちの？

　地ち霊れいたちは、オレをジロジロ見みていたものの……１匹ぴきが、目めの前まえまで近ちかづいてくる。

「ん？　ん？　コイツ、もしかして……」

　そう言いって、ソイツはオレを、じぃっと、見みつめ……。

「コイツは……ネムリダだ！　ネムリダの、あたらしい、ノーリョクシャだぁ！」

　いきなり、でっかい声こえで、さけんだ！

「うるさーい！　おシズカにー！」

　シツジがそうさけぶけど、地ち霊れいたちは、大だいコーフンだ。

「カナナカさまが、会あったって、おっしゃってたヤツだぁ！」

「ネムリダの、ノーリョクシャ！」

　地ち霊れいたちは、あちこちで、歓かん声せいをあげる。

　気きづけば、いつのまにか、オレたちを取とりかこんでる、オバケの数かずが、増ふえてたッ！

　空あき地ちは、地ち霊れいたちにうめつくされ、地じ面めんが見みえないほどだ。

「うわー……おぅ」

　さすがのシツジも、おどろいてるのか、オレのウデに、しがみついたままだった。

　地ち霊れいたちは、しきりに、「ネムリダのノーリョクシャ！」とさけぶ。

　……なんだか、それが、自じ分ぶんの名な前まえに思おもえてきそう。

「ちょっとまった！　オレには『リョウ』って名な前まえがあるんだ！　だからリョウって呼よんで！」

　オレがさけぶと、地ち霊れいたちは、静しずまりかえる。

　……そして、５秒びょうもたたないうちに、また、大おおさわぎを始はじめた。

「リョウ！　リョウだ！　ネムリダのノーリョクシャは、リョウだ！」

「そーすると！　リョウがナナフシギ！　マネイリショウガッコウの、ナナフシギ！」

　地ち霊れいたちが妙みょうなことを言いいだし、オレは、目めを見みひらいた。

「な、なんで、七なな不ふ思し議ぎのこと知しってんのっ!?」

「おまえらが、言いってたから！」

「地ち霊れいはみんな、聞きいてた！　だから知しってるぞ！」

　ちっ、地ち霊れいにまで、七なな不ふ思し議ぎが広ひろまってるなんて、どうなってるんだ!?

　……なーんて、あせっていたら。

「リョウのナナフシギ、オレたちが、ひろめてやったからな！」

「───え？」

「コウエンで聞きいた！　ナナフシギ！」

　……コウエン、って、まさか、まさかまさか！

「公こう園えんで、七なな不ふ思し議ぎを作つくってたとき……おまえたち、いたのか！」

「オレたち、マネイリの地ち霊れい！　いるにきまってる！　ふつーは、見みえないだけ！」

　そ、そっかぁ。この地ちのオバケだもんな、どこにだって、いるよな……。

「でもどうやって、七なな不ふ思し議ぎを、学がっ校こうで広ひろめたんだ？」

「あっちこっちで、おしゃべり！　そしたらヒトのダレかに、きこえる！　そこからひろまる！」

　……なんてこった。これゼッタイ、セイジや近江おうみさんには、説せつ明めいできないぞ。

「どしたですー？　ご主しゅ人じん？　元げん気きないない！」

　シツジが、オレの髪かみを、くいくいと引ひっぱった、そのとき。

「おい！　ネムリダのノーリョクシャの……リョウ！」

　１匹ぴきのオバケが、オレにそう、さけんだかと思おもうと……。

「アクシュしてー！」

「サインしてー！」

　オバケたちが、いっせいに、押おしよせてきた！

「えっ？　えっえっ!?　あくしゅ？　サイン？」

　……オレって、人にん気き者ものなの？

　そう言いえば、地ち霊れいたちがソワソワしてるって、カナナカさんが言いってたっけ。

　なんだかちょっと、うれしくなって、目めの前まえのやつと、握あく手しゅする。

　そのあとも、次つぎから次つぎに、手てやら足あしやらが、さし出だされた。

　地ち霊れいにモテるのも、悪わるくないかも……なーんて、思おもいはじめてた、そのとき。

「なんだオマエらー！」

　シツジが、急きゅうに、声こえをはりあげた！

「ご主しゅ人じんとアクシュするなら、ボクのキョカを、とらなきゃダメなんだぞー！」

　そう言いいながら、ぐいぐいと、オレと握あく手しゅしてたオバケを、押おしのける。

「なんだオマエ、ヘンテコだな！　ジャマするな！」

「なんだとぉ！　ヘンテコなのは、オマエらだぁ！　ボクは、かっこいいオバケだぞお！」

　シツジは、手て足あしをふり回まわしながら、地ち霊れいとケンカを始はじめた。
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「こらこらこら！　オバケどうしで、ケンカすんなって！」

　オレが、シツジとオバケの間あいだに、わって入はいっていると。

「なぁなぁ、リョウリョウ」

　くいくいと、服ふくのすそを引ひっぱられ、そっちのほうを、見みる。

　すると、ふかふかした毛けなみの地ち霊れいが、オレを見みあげてた。

　ウサギみたいでかわいいけど……足あしはタコだ。

「な、なにかな？」

「オレたち、ガッコウで、絵えをかいたんだぞぅ。見みたか？　見みたかぁ？」

「学がっ校こうで、絵え？」

　オレがポカンとしていると、ウサギタコは、足あしで器き用ように、地じ面めんに絵えをかいた。

　……これ、男だん子しトイレのマークだ！

「もしかして、あのラクガキも、オマエらのしわざだったの!?」

「えへへー。うまく、かけてただろ？」

「え!?　……まぁ、うん。でも、どうしてラクガキなんか、したんだ？」

「んー？　ナナフシギだからー？　マネイリショウの、ナナフシギ！」

　まわりの地ち霊れいたちも、口くち々ぐちに「ナナフシギ」とさわぐ。

「オレたちの七なな不ふ思し議ぎどおりに、やったのか……」

「おう！　……でも、もうやらない！　ガッコウ、イヤなケハイが、すみついた！」

　１匹ぴきの地ち霊れいが、ふるえながら言いった。

「そーだそーだ！　まっ黒くろで、たのしくないケハイ！」

「たのしくない気け配はい？」

　兄にいちゃんの魔まよけは、効こう果か切ぎれだから、ちがうよなぁ。

　オレが考かんがえこんでいると、また、オバケたちが言いった。

「カナナカさまが言いってたとおりだ！　リョウは、オレたちに、ヒドイことしない！」

「ヒドイやつは、オレたちを消けしたりするからな。ブルブル」

　それを聞きいて、兄にいちゃんのことを、思おもいうかべる。

　……ここのことは、兄にいちゃんには、ヒミツにしておいたほうが、よさそうだ。

　オレが、そう、決けっ心しんしていると。

　　　ボコンッ！

　なにかが、頭あたまに、ぶつかってきた！

「いてっ!?　……な、なんなんだ、って、シツジかぁ！」

「うわーん！　おスモウ、負まけましたー！」

　いつのまに、すもうを、とってたんだ。ちょっと見みたかったぞ。

「おまえ、弱よわいんだから、おとなしくしてろって」

　ベソベソ泣ないてるシツジを、頭あたまの上うえに、のっけていると。

「おおおおお！　集しゅう会かいが、はじまるじかんだぁ！」

　目めの前まえにいた地ち霊れいが、とつぜん、でっかい声こえで、さけんだ！

　まわりの地ち霊れいたちも、いっせいに、さけびはじめる。

「集しゅう会かいだ！　リョウと、ヘンテコオバケは、かえるじかん！」

「おまえら、またあそびに来こい！　いつでも来こい！　たくさん来こい！」

　地ち霊れいたちは口くち々ぐちに言いうと、波なみのように、オレとシツジを押おし流ながす。

　気きがつけば、オレたちは……あれ、ここ、どこだ!?

　…………あ！　ここ、マネイリ小しょうの校こう舎しゃの、うらがわじゃないか！

「……また、学がっ校こうに、もどっちゃった」

　夕ゆう暮ぐれどきの学がっ校こうは、ひっそりしてて。

　───……！　……、…………!!

　耳みみをすませば、どこからか、なにかの、ささやき声ごえが、聞きこえた気きがした。

　───……ナナフ……！　……フシギ！

　低ひくくて、高たかい、不ふ思し議ぎな声こえが、耳みみをくすぐる。

　それがなんだか心ここ地ちよくって、オレがしばらく、聞きき入いってると。

「ご主しゅ人じん、ボクとアクシュして！　そいでもって、サインください！」

　シツジが、オレのひたいを、ぺちぺちと、たたきはじめた。

　そのとたん、ささやき声ごえは、聞きこえなくなる。

「はいはい、アクシュね。サインは……うちに帰かえってからな」

「うわーお！　アクシュー！」

　シツジの手てを、ぎゅっぎゅっと、にぎると、ホントに大おおよろこびする。

　地ち霊れいたちも、よろこんでくれてたっけ。

「また、遊あそびに行いってみようか、シツジ」

　シツジの手てをにぎったまま、オレは、そうつぶやいた。

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その４：校こう舎しゃ裏うらから聞きこえる　ささやき声ごえ
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　玄げん関かんのドアをあけると、とたんに、イイにおいがただよってきた。

　おおっ、これは……揚あげ物ものだ！

　オレはキッチンに直ちょっ行こうすると、お母かあさんに声こえをかけた。

「ただいまー。晩ばんごはんのおかずは、なに？」

「おっかえりー。トリのからあげでーす。もうすぐできるから、お兄にいちゃんにも声こえかけといて」

「りょうかーい」

　返へん事じをしながら、階かい段だんを一段だんとばしで、駆かけあがり、部へ屋やにランドセルをなげこむ。

　そして、兄にいちゃんの部へ屋やのドアを、ノックなしで思おもいっきりあけた！

「兄にいちゃん！　なーにが、イダイな霊れい能のう力りょく者しゃだ！　自じ分ぶんの名な前まえじゃん！」

　部へ屋やにいた兄にいちゃんは、めずらしく机つくえに向むかってる。

　とても真しん剣けんな顔かおで………………マンガを、よんでた。

「べつにウソは、ついてねぇだろ」

「それはそうだけど！　魔まよけの効こう果かがないんなら、ただのイタズラじゃん！」

「オレが小しょう３のときに、彫ほったから、効こう果かがうすくなってるだけだ」

　マンガをとじると、兄にいちゃんは急きゅうに、立たちあがった。

「魔まよけはともかく。七なな不ふ思し議ぎはどうなった？　また発はっ生せいしたか？」

「……発はっ生せいしちゃった。でも、犯はん人にんも、わかったよ」

　オレは、トイレ騒そう動どうのことを、兄にいちゃんに説せつ明めいした。

　そして、七なな不ふ思し議ぎを広ひろめたのが、地ち霊れいたちだったってことも。

　……ただし、集しゅう会かいのことは、ヒミツだけど。

「さすがに女じょ子しトイレはなぁ。……あそこだけは、最さい初しょっから名な前まえ、彫ほってなかったんだ」

「校こう舎しゃの中なかは、ぜんぶって、言いってたくせに……」

「クセにー！　ニーチャンのアホー！」

　オレのうしろから、そうさけんだシツジは、すぐにカードへと逃にげこむ。

　兄にいちゃんから、仕し返かえしされないように、してるんだろう。

「バカ、女じょ子しトイレだぞ？　おまえ、女じょ子しトイレに入はいれるか？」

「そりゃあ、オレもムリだけど……。で、でもまぁ、もう七なな不ふ思し議ぎは起おこらないんじゃないかな？　地ち霊れいたちが、もうやらないって言いってたし……」

「だったら、いいんですけどネー？　オバケは、地ち霊れい以い外がいにも、いますしぃ？」

　……ムカつく、言いい方かたするなぁ！

　オレが、口くちをへの字じにまげていると。

　兄にいちゃんは、また机つくえにもどり、プリント用よう紙しのうらに、なにかを書かき始はじめた。

「ほれ。これを、セイジ君にわたしとけ」

　兄にいちゃんが、投なげてよこしたプリントが、ひらひらと、床ゆかに落おちる。

　そこに書かいてあったのは……なんだこれ？　字じ？　絵え？

「オレ様さまの、ありがたーいサインだ。肌はだ身みはなさず、持もっとくように言いっとけ」

「また、こりもせず、こんなものを……」

「あぁ？　なんか言いったか？」

「イイエ。でも、なんでこれを、セイジにあげるの？」

「んー？　偉い大だいなるハイパー霊れい能のう力りょく者しゃ、麗れい一いち郎ろうサマのカン、かな……？」

　パッパラパー霊能力者の、まちがいでは、ないのか。

　そう思おもいながら、オレがサインを、ながめてると。

「あーっ！　ボクも、お絵えかきしたい！」

　シツジがまた、カードから飛とびだし、プリントをつかんだ……その瞬しゅん間かん。

「アビビビビビビビビビビ!?」

　シツジが、ビリビリと、ふるえだす！

　そして、目めをクルクルさせたまま、床ゆかにひっくり返かえっちゃった！

「ちょっ、シツジ!?　兄にいちゃん、どういうこと!?」

「あーあ。……オレのサインには、少すこしだけ、霊れい力りょくが入はいってんだよ。つまりそれは、おフダみたいなもんだから、こいつ程てい度どなら、十じゅう分ぶんきき目めがある」

「あびびび～～～……じびれだ～～」

　少すこし、さわっただけでも、こんなになっちゃうなんて……。

「父とうちゃんの、お守まもり袋ぶくろの中なかにも、入いれてあるぜ」

「そ、そうなの？　初はじめて聞きいた……」

「でないと、父とうちゃんが出しゅっ張ちょうから帰かえってきたとき、バカオバケと、この家いえで、くらせないだろ？　父とうちゃんは、重じゅう度どの『オバケアレルギー』なんだから」

「お父とうさんって、そうだったの!?　……っていうか！　オバケアレルギーって、なに!?」

「そばにオバケがいると、体たい調ちょうをくずすんだ。花か粉ふん症しょうみたいに。ひどいと、熱ねつが出でたり、頭ず痛つうがしたりする。軽かるめだと、クシャミとか」

　……オバケがいると……クシャミ…………あっ！

　始し業ぎょう式しきの日ひの放ほう課か後ご、上あが妻つまさんが、クシャミ連れん発ぱつしてた！

　あのときは、シツジが教きょう室しつを飛とび回まわってて……。

　オレは、サーッと、血ちの気けがひいた……！

「そ、そういうことは、早はやく教おしえといてよ！」

「まさか涼りょうクンが、アホオバケを学がっ校こうでカードの外そとに出だすなんて思おもってなかったんだもん！」

　兄にいちゃんは、すかさず言いい返かえしてくる。

　そして、オレの目めの前まえに、いきなり、てのひらをつきだしてきた。

「で！　本ほん日じつの相そう談だん料りょう、３００円えんになりまぁす。親しん族ぞく割わり引びきでぇす」

「はぁ!?　……こっ、今こん晩ばんのおかずで、どうにか、なりませんか？」

「おかずは、なんですか？」

「トリの、からあげです」

「３つで、手てを打うとう」

「１つにしてください」

「じゃ、間あいだをとって。２つな」

「ぐぬぬ……わかった」

　兄にいちゃんは、むりやりオレと、握あく手しゅをすると、急きゅうにマジメな顔かおになった。

「いいか？　サインはかならず、セイジ君くんにわたせよ」

　そして、続つづけて、こう言いった。

「で、サイン代だいとして……からあげは、全ぜん部ぶオレがいただくということで、よろしいか？」

「よろしくないっ！　どさくさにまぎれて、なに言いってんだ！」

　───教きょう訓くん。

　兄にいちゃんが、マジメな顔かおのときには、ゼッタイに、裏うらがある。

「ボクにも、からあげくださーい！」

「オマエはごはん、食たべなくても平へい気きだろ……って、しまった！」

　気きづいたときには、兄にいちゃんが、階かい段だんをドタドタおりる音おとが、聞きこえてくる。

「母かあちゃーん！　涼りょうのヤツが、からあげぜんぶ、オレにくれるって！」

「ふっざけんなああああ！」

　大おおウソをさけびだした兄にいちゃんを、おいかけて。

　オレはシツジを引ひきずるようにして、階かい段だんを駆かけおりたのだった。
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　兄にいちゃんに、からあげをうばわれた、あくる日ひの朝あさ。

　通つう学がく路ろには、だれもいなかった。

　……いや、車くるまは通とおってるし、大人おとなや、中ちゅう学がく生せい、高こう校こう生せいはいるんだけど。

　小しょう学がく生せいが、さっぱり、見み当あたらなかったんだ。

　まさか今日きょうって、臨りん時じ休きゅう校こう？　……な、ワケないよね。

　不ふ安あんになって、大おお急いそぎで、学がっ校こうへと向むかう。

　すると、校こう門もんが近ちかづいてきたあたりから、登とう校こう中ちゅうの子こを、見みかけた。

　それでちょっと、安あん心しんしつつ、校こう門もんをくぐり……ビックリだ！

　生せい徒とがたくさん、運うん動どう場じょうに、いるんですけど！

「なんだよ、おせぇぞ、眠ねむり田だ！」

　いきなり、肩かたをバシンとたたかれて、ふり返かえれば、馬ま越ごえくんがいた。

「お、おはよ……朝あさから、なにしてんの？　みんな」

「なにって、七なな不ふ思し議ぎ探さがしに決きまってるだろ！　１組くみには、２つも見みてるヤツがいるからな！　オレたち３組くみも、負まけてらんねぇ！」

　みんな、七なな不ふ思し議ぎ探さがしをしてたのか！

　しかも、知しらないうちに、クラス対たい抗こうになってる。

「み、みんな、すっごくハマってるんだね……」

「おう！　うちの学がっ校こう、これまで、怪かい談だん話ばなしも、なにもなかっただろ？　だから楽たのしくってさぁ！　眠ねむり田だも、早はやく、探さがしたほうがいいぜ！　みんなに、遅おくれるぞ！」

　そう言いうと、馬ま越ごえくんは、ずんずん歩あるいて行いってしまう。

　……なんか、宝たから探さがし大たい会かいみたいな感かんじに、なってない？

　みんな、こわくないのかなぁ……？
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　５年ねん３組くみの教きょう室しつには、だれ１ひと人り、いなかった。

　たなの荷に物もつを見みるかぎり、ほとんどの子こが、登とう校こうしては、いるらしい。

　セイジは……まだ、来きてないのか。

「みんな、七なな不ふ思し議ぎ探さがし、してるのかなぁ？」

「ご主しゅ人じんは、ナナフシギ、しないんです？」

　オレの頭あたまにくっついたまま、シツジが、首くびをかしげる。

「しないけど……本ほん当とうは、オレもしたほうがいいのかも」

「ほえー？　ナニ言いってるか、わかんナイナイ！」

　シツジにまで、首くびをかしげられてしまった。

　ガックリしながら、席せきで、荷に物もつを片かたづけてると。

「あっ、眠ねむり田だくん！　おはよう」

　ランドセルを、せおった近江おうみさんが、教きょう室しつに入はいってきた。

「お、おはよう。近江おうみさん、今日きょうは上あが妻つまさんと、いっしょじゃないんだね」

「うん。せりかちゃん、今日きょうは、先さきに学がっ校こうに行いくからって……」

　力ちからなく、小ちいさくうなずく。

「っていうことは、上あが妻つまさんも七なな不ふ思し議ぎ探さがし？　近江おうみさんは、さそわれなかったの？」

「わたしは、べつにいいの。だって……ね？」

　近江おうみさんは、小ちいさく首くびをかしげ、こまったように笑わらった。そのとき、

「コムスメー！　よくぞ来きたー！」

　シツジが、ビュ──────ンと、近江おうみさんのほうへと飛とんでいく。

　それを止とめようと、あわてて手てをのばした……そのとき。

「あ、おはよう。オバケちゃん」

　近江おうみさんが、シツジを受うけとめ、にっこりして……

　………………あ、あれ？

「……え？　オバケ、ちゃん？」

「あっ！」

　近江おうみさんは、小ちいさくさけぶと、パッと、シツジから手てをはなそうとしたものの……。

　また、ぎゅっと、抱だきしめた。

「も、もしかして……近江おうみさんって！」

「ねねねっ、眠ねむり田だくんっ！　ずっと、ずっと言いおうと、思おもってたんだけどっ！」

「は、はいっ」

　しんけんな目めをした、近江おうみさんの迫はく力りょくに、オレは背せすじを、正ただした。

「わたし、じつは……オバケが、視みえるのっ！」

　近江おうみさんは、顔かおをまっ赤かにして、そう言いった。

「そ、そうみたい、ですね」

「ビックリ、しないの？」

「いや、これでも、ビックリしてるんだけど…………ビックリしすぎて、おちついちゃった」

　オレが、苦にが笑わらいしながら言いうと、近江おうみさんは、ギュッと目めをつぶって、シツジのうしろ頭あたまに、顔かおを押おしつけた。

「おぅっ、どーしましたコムスメ？　ご主しゅ人じんのカオが、見みるにタエませんか？」

「見みるにたえないカオで、悪わるかったな。……近江おうみさん、もしかして、公こう園えんで会あったときも？」

　七なな不ふ思し議ぎ作づくりをしたとき、シツジは、近江おうみさんのヒザに、座すわってたような……。

「ごっ、ごめんね！　ずっと視みえてたけど、視みえてないフリしてたの。始し業ぎょう式しきの日ひも」

　近江おうみさんは、シツジを両りょう手てでオレに差さしだしながら、ぺこりと頭あたまを下さげた。
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「本ほん当とうは、公こう園えんで会あったとき、話はなそうと思おもったんだけど……もし、信しんじてもらえなかったらって思おもったら、こわくなって。……今いままで友ともだちに……せりかちゃんにも、話はなしたことないから」

　近江おうみさんは、かなしそうな顔かおで、つぶやいた。

　そうだよね。不ふ安あんだよね。オレだってセイジに、オバケが視みえることを言いえてない。

「気きにするなー、コムスメー！　ご主しゅ人じんよりマシなジンセイだー！」

「シーツージー！　さっきから聞きいてりゃ、言いいたいホーダイ言いいやがって！」

　オレは、おしおきとして、シツジの、おなかのあたりを、ふにゃふにゃ、つまみまくった。

「うひひひひひー！」

　くすぐったいのか、シツジは、床ゆかの上うえで、笑わらいころげる。

「近江おうみさん、教おしえてくれて、ありがと。オレは、夏なつ休やすみのあいだに、視みえるようになったんだ。コイツの名な前まえは、『シツジ』っていうんだけど、好すきに呼よんでくれていいよ」

　オレがシツジを抱だきあげながら言いうと、近江おうみさんの目めが、かがやいた。

「シツジ、ちゃん……よろしくね！　かわいい！　ずっと、ぎゅっと、したかったの！」

　近江おうみさんは、シツジを、思おもいっきり抱だきしめた。

　シツジって、かわいい……のか？

「よろしくしてやるぞー、コムスメー！」

「コムスメじゃない、近江おうみ流る七なさんだっ！」

「ルナって呼よんでね。シツジちゃん」

「そこまで言いうなら、呼よんであげましょー！　ルナー！」

「はぁい」

　シツジに名な前まえを呼よばれた近江おうみさんは、シツジを抱かかえたまま、くるっと回まわる。

　そして１回かい転てんしたところで、オレと目めが合あい、はずかしそうに、うつむいちゃった。

「ご、ごめんね、眠ねむり田だくん。はしゃいじゃって……」

「べ、べつに気きにしないで！　……あ、そ、そうだっ、七なな不ふ思し議ぎの話はなしなんだけど……」

　近江おうみさんが視みえるんなら、オレが昨夜ゆうべ、知しったことを、知しらせておいたほうがいいよね。

　ひとまず、地ち霊れいたちと、カナナカさんのことを話はなすと、近江おうみさんは、とてもおどろいた。

「いいなぁ……眠ねむり田だくん、地ち霊れいさんたちとお話はなしできたんだ……！　わたしは、ときどき、視みえたり、ヒソヒソ声ごえが、聞きこえるぐらいだから。トカゲさんには、会あったこともないし」

「ぷぷぷ、トカゲなんて、たいしたことナイナイ！」

　なんで、おまえが、とくいげに言いうんだ。

「じゃあ、七なな不ふ思し議ぎの４つめまでは、実じつ現げんしてて、理り由ゆうもわかったって、ことなのね？」

　近江おうみさんの確かく認にんに、オレはふかくうなずいた。

「そういうことだね。……地ち霊れいたちは、もう七なな不ふ思し議ぎはやらないって言いったから、これで終おわり……になるといいんだけど」

「えっ、まだ起おこるかも、しれないの？」

「うん。オレの、霊れい能のう力りょく者しゃの兄にいちゃんが、オバケは地ち霊れい以い外がいにもいる、って。それに……」

　オレは、そこから先さきを、言いえなくなった。

　────『オレが、オバケを、引ひき寄よせちゃうから』

　……このことを、近江おうみさんに言いったら。

　近江おうみさん、オレのこと、どう思おもうだろう？

「……眠ねむり田だくん？　どうしたの？」

　気きづいたら、近江おうみさんとシツジが、オレの顔かおをのぞきこんでた。

「もうー！　ご主しゅ人じん、おハナシのとちゅうで、ねむっちゃダメなのにー！」

　シツジは、近江おうみさんのうでから抜ぬけでると、オレの頭あたまに飛とんでくる。

「ごっ、ごめんね。なに、言いおうとしてたか、ど忘わすれしちゃった！」

　心しん配ぱいそうな顔かおをする近江おうみさんに、オレが照てれ笑わらいをしていると。

「おぅっ、セージが来きましたですよ、ご主しゅ人じん！」

　シツジが、オレのひたいを、ピタピタとたたく。

　その手てを、さりげなく、ふりはらいつつ、オレはふりかえった。

「おはよー、セイ……ジ？」

　あいさつは、とても、中ちゅう途とハンパなものになった。

　だって、いつもは元げん気きのカタマリのようなセイジが……なんか、ヘンだ。

　教きょう室しつの入いり口ぐちで、ボンヤリとつっ立たっている。

　顔かお色いろが悪わるく見みえるのは、気きのせいじゃない。

　ゆらゆらと、やけにゆっくり歩あるき、オレたちのそばを通とおりすぎるとき、「……おはよう」と、つぶやくように言いった。おどろくほどの、無む表ひょう情じょうで。

「……セ、セイジどーした？　ぐあいでも悪わるいのか？」

　ランドセルをおろしたセイジに声こえをかけると、顔かおがゆっくりと、こっちをむく。

「いや、そんなことないぜ？」

　ボソボソと、力ちから強づよさもなにもない声こえで、セイジは答こたえた。

　ぼんやりとした目めは、ちゃんとオレを見みているのかも、あやしい。

「で、でも、おまえ……」

　オレが、セイジのそばへ向むかおうとしたとき。

「ご主しゅ人じん、ルナが、よんでますよー？」

　シツジにそう言いわれ、近江おうみさんのほうを向むくと。

　近江おうみさんは、青あおざめた顔かおで、小ちいさく、手てまねきしてた。

　あわてて歩あゆみよると、近江おうみさんは、ふるふると、首くびを横よこにふった。

「どうしたの？　近江おうみさん」

「眠ねむり田だくん、あれ……いつもの、太た川がわくんじゃないよ」

　近江おうみさんは、セイジに聞きこえないほどに小ちいさな声こえで、オレに言いう。

「う、うん。なんか、ぐあい悪あくそうだよな」

「そうじゃなくて…………わたし、わかるの。オバケの、気配が」

「オバケの気け配はいっ!?」

「そう。すがたは視みえないけど、隠かくれてるオバケや……なにかに乗のり移うつってる、オバケとか」

　あわててセイジを見みると、席せきについたまま、前まえを見みて、ぼーっとしてる。絶ぜっ対たい、おかしい！

「太た川がわくんに……なにかが、入はいりこんでるみたい」

　近江おうみさんが、ささやくように言いった、そのとき。

　　　キーンコーンカーンコーン

　３人にんだけの教きょう室しつに、チャイムが、なりひびいたのだった。







[image: 13　セイジとバケザカナ]




　結けっ局きょく、セイジは放ほう課か後ごまで、ぼーっとしたままだった。

　声こえをかければ、ちゃんと返へん事じはするけど、会かい話わがつづかない。

　心しん配ぱいした先せん生せいが、保ほ健けん室しつにつれて行いったけど、すぐに、もどって来きた。

　元げん気きがないだけで、病びょう気きではない……だってさ。

　早そう退たいをすすめても、イヤがった。

　セイジに『入ってる』のが、なんなのかを、たしかめなきゃ。

　それで……オレは近江おうみさんと、ある作さく戦せんを考かんがえたんだ。
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「セイジ、まだ帰かえらねぇの～？」

　帰かえりのあいさつをしても、あいかわらず、セイジは席せきについてぼんやりしていた。

　そんなセイジに、オレと近江おうみさんは、ふだんどおりに、声こえをかける。

　セイジはチラリとオレたちを見み上あげると、「まぁな」と、うなずいた。

「なにか、することがあるの？」

　近江おうみさんが、そう問といかけると、セイジは、ボソボソと、つぶやいた。

「プールに……行いく」

「学がっ校こうの、プールのこと？」

「プールで、なにするんだ？　セイジ」

　オレが、なにげないフリで聞きいてみると……。

「プールに、立たつ……七なな不ふ思し議ぎ、の……」

　セイジは無む表ひょう情じょうのまま、つぶやくと、また、前まえを向むいてしまう。

「「……!?」」

　オレと近江おうみさんは、おもわず顔かおを見みあわせた。

　まさか、ここで七なな不ふ思し議ぎの７つめが、出でてくるなんて……。

　セイジの中なかに入はいってるのって……いったい、何なに者ものなんだ!?

　近江おうみさんは、おちついた声こえで、話はなしをつづけた。

「なるほどぉ。……でも、太た川がわくん、今日きょうはもう、プールには入はいれないと思おもうよ？」

「…………」

　セイジが、だまりこむと……近江おうみさんは、セイジの机つくえの前まえへと移い動どうした。

「わたしたち、今いまから七なな不ふ思し議ぎさがしを、しようと思おもってるんだけど……よかったら、太た川がわくんも、いっしょに探さがしてくれない？　それが終おわったら、プールにも行いってみよう！」

「そーだよ、そうしようぜ、セイジ!?」

　もちろん、本ほん当とうに七なな不ふ思し議ぎを探さがすつもりはない。

　どうしても、ためしたいことが、あるんだ。

「……七なな不ふ思し議ぎ」

　そう、つぶやくと、セイジはゆっくり立たちあがる。

　そして、コクリと、うなずいた。

「よ、よし、じゃあ、３人にんで探さがそうぜ！」

　オレは内ない心しん、ムネをなでおろしながら、元げん気きよく言いった。

　３人にんで教きょう室しつを出でると、ひとまず、校こう舎しゃの中なかを歩あるきまわる。

　運うん動どう場じょうだけじゃなく、校こう舎しゃの中なかにも、たくさんの生せい徒とが残のこってた。

　みんな、自じ分ぶんが見みたい七なな不ふ思し議ぎを、探さがしてるんだろう。

　それにまざりながら、オレたちも、あちこちを調しらべるふりをして……。

　近ちかくにだれもいないことを、確かく認にんしつつ、ひとけのない、渡わたり廊ろう下かへと移い動どうした。

「七なな不ふ思し議ぎって、そうそう見みつかるものじゃ、ないんだなぁー」

　オレが言いうと、オレとセイジのうしろを歩あるいてた、近江おうみさんが笑わらう。

「校こう舎しゃ内ないだと、みんな、『黒くろい男おとこ』を探さがしてるみたいだったね」

「巨きょ大だい魚ぎょは運うん動どう場じょうだし、巨きょ大だいトカゲや、ささやき声ごえも、校こう舎しゃの外そとだよなぁ」

　オレが七なな不ふ思し議ぎを数かぞえながら、そう言いうと。

「眠ねむり田だくんは、なにが一いち番ばん見みたいの？」

　近江おうみさんが、オレに問といかけてくる。

「そうだなぁ、オレはぁ……」

　考かんがえるフリをしつつ、ふりむくと、しんけんな顔かおで、近江おうみさんがうなずいた。

　近江おうみさんが、手てに持もっているのは…………兄にいちゃんの、サインだ。

　……もし、近江おうみさんが言いうとおりに、セイジの中なかに、おかしなものがいるのなら。

　なにか……なにか、反はん応のうが、あるはずだ！

　そして、オレがうなずき返かえしたのを合あい図ずに。

　近江おうみさんは、思おもいきり、セイジの背せ中なかに、サインを押おしあてた！

　セイジは、ふり返かえろうとして……。

「う、うああああああああっ!?」

　セイジのさけび声ごえが、あたりにひびく！

　オレはすかさず、セイジの肩かたをつかむと、近江おうみさんのほうへ、押おさえつけた。

　前まえ側がわから、セイジの体からだを、サインに押おしつけるように。

「ぐあ、あああああ！」

　セイジがオレをつきとばした、そのとき！

　　　バシャン！

　セイジの体からだから大おおきなものが飛とびだした！


[image: ]



「近江おうみさんっ、さがって！　……シツジ、出でてこおいっ！」

　オレはセイジから手てをはなすと、近江おうみさんとセイジの間あいだに、わって入はいる。

　それと同どう時じに、シツジがカードから、飛とびでてきた！

「わーお、サカナ！　ウミノサチ！　ウマソー！」

　──そう、セイジの背はい後ごに、おおいかぶさっていたものは。

「……さ、魚さかな!?」

　にごった緑みどり色いろをした、巨きょ大だいな魚さかなだった。

　ヒレも体からだも傷きずだらけで、目めの色いろまで、白しろくにごってる。

　まさしく、死しんだ魚さかなの目め、ってやつだ。

　…………魚さかなって、もしかして。

　公こう園えんで視みた……セイジのそばにいた、魚さかな!?

　でも、あれは、とても小ちいさかったし、目めの前まえのコイツとは、似にても似につかない。

　魚さかなは、ギョロリとした目めで、うらめしそうに、オレをにらみつける。

　そして、セイジの体からだから、はなれると………………そのまま、消きえてしまった。

「やっつけたの、かな？」

　近江おうみさんをふりむいて、聞きいてみる。

「……わかんない。気け配はいは消きえたけど……逃にげた、だけかも」

　目めをとじ、サカナの気け配はいをさぐりながら、近江おうみさんは、自じ信しんなげに言いった。

「ダイジョーブ！　ボクが、やっつけました！　ご主しゅ人じんを、守まもりましたけど!?」

　シツジは、オレの顔かおにへばりつき、大おおさわぎだ。

「いや、おまえ、なにもしてないよね？」

　そう、シツジにツッコミを入いれていたとき。

「う……う、うーん？」

　セイジの、弱よわ々よわしい声こえが聞きこえてきた。

　オレと近江おうみさんは、廊ろう下かにすわりこむセイジの前まえに駆かけよる。

「太た川がわくん!?　しっかりして！」

「セイジ、だいじょうぶか!?　ここはどこだ？　オレはだれだ？　わかるか？」

　オレが呼よびかけると、セイジの目めが、しっかりとオレをとらえた。

「……え？　涼りょう、キオクソーシツにでも、なったのか？」

　セイジはオレを、不ふ思し議ぎそうに見みつめかえす。

「オレのことは、いいから。おまえはどうなんだ？　だいじょうぶか？」

「頭あたまが、なんか、スッキリしてるけど……朝あさからのこと、よく覚おぼえてねぇな？」

　セイジはそう言いうと、右みぎに左ひだりに、首くびをかしげた。

「そうだ、眠ねむり田だくん、これ……」

　近江おうみさんが、そう言いいながら差さしだしたのは、兄にいちゃんのサインだ。

　バケザカナを撃げき退たいするのに使つかったせいか、すっかりボロボロだ。

　きき目めがあるか、あやしいけど……念ねんのためだ。

「セイジ、これ、兄にいちゃんのサインだって。ボロボロだけど……」

「えっ、いいのか!?　そんなキチョウなものを、オレがもらって！」

　まったく貴き重ちょうじゃないんだけど……と、心こころの中なかで、つぶやきながら。

　……兄にいちゃんが、セイジのために、サインを用よう意いしたのは。

　セイジにヘンなのが、入はいりこんじゃうのを、予よ想そうしてたからなのかもって思おもった。

　だけど、まだ安あん心しんできない。

　あのサカナは、どうしてプールに、行いこうとしてたんだろう？

　……なにか……なにかが、引ひっかかる。

「眠ねむり田だくん、今日きょうはもう下げ校こうしよっか？　太た川がわくん、調ちょう子し悪わるそうだし……」

　近江おうみさんに声こえをかけられ、オレは、われに返かえる。

　……そうだよな。今いまはとにかく、セイジを家いえに、連つれて帰かえらないと。

　運うん動どう場じょうでは、たくさんの生せい徒とが、探さがし回まわってた。

　セイジはうれしそうに、まわりを見み回まわす。

「運うん動どう場じょうの七なな不ふ思し議ぎは……そうだ、巨きょ大だい魚ぎょだよな！」

「そうそう。運うん動どう場じょうの………………巨大、魚？」

　───なんで、なんでオレは、忘わすれてたんだ。

　あの、七なな不ふ思し議ぎの５つめを考かんがえたのは、オレなのに。

「眠ねむり田だくんっ」

　近江おうみさんが、弱よわ々よわしい悲ひ鳴めいをあげながら、ある方ほう向こうを指ゆびさす。

　その先さきに、見みえていたのは。

　運うん動どう場じょうのスミを、ゆっくりと泳およぐ、大おおきな魚さかなだった。

　セイジに、乗のり移うつってた……巨きょ大だいなバケザカナ。

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その５：運うん動どう場じょうを泳およぐ　ブキミな巨きょ大だい魚ぎょ

「んぁ？　２人ふたりとも、どーした？　なんかあっちに……うわっ!?　ちょっ、涼りょう!?」

　オレはセイジの手てをつかむと、問もん答どう無む用ようで駆かけだす。

「近江おうみさん、セイジはオレが送おくってくから！　また明日あしたね！」

「ばっ、バイバイ！　気きをつけてねーっ！」

　背せ中なかに、近江おうみさんの声こえを聞ききながら、ひたすら走はしる。

　１分ぷん１秒びょうでもはやく、セイジを、あのサカナから遠とおざけるように。

「ど、どうしたんだよ涼りょう、そんなに急いそいで……」

「いいから！　おまえは早はやく家いえに帰かえるんだよ！　走はしれっ！」

　サカナが追おってこないことを、いのりつつ。

　オレはひたすらに、走はしりつづけた。
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　セイジを家いえに送おくり届とどけると、オレはまた、学がっ校こうへともどっていた。

　あのバケザカナが、運うん動どう場じょうにいると、わかったんだ。

　このまま、放ほうっておくなんてできない。

　セイジはぶじだったけど……ほかのだれかが、乗のり移うつられるかもしれないんだから！

　それに……。

　もし、あのサカナを引ひき寄よせたのが、オレだったとしたら。

　オレが、七なな不ふ思し議ぎを、マネイリ小しょう学がっ校こうに、呼よんでしまったのだとしたら。

「オレがっ！　自じ分ぶんでっ！　解かい決けつするしかっ、ないじゃんかっ！」

「ナイジャンカー！」

　オレの頭あたまにしがみついたシツジは、楽たのしそうだ。

　こっちは、息いきをきらしながら、全ぜん速そく力りょくで走はしってるのになぁ！

　夕ゆう暮ぐれどきの学がっ校こうに、生せい徒との姿すがたは、ほとんど見みえない。

　職しょく員いん室しつには、あかりがついてる。

　先せん生せいたちの車くるまも、けっこう残のこってるみたい。

　急いそいで運うん動どう場じょうを見みてみたけど……サカナらしきものは、いなかった。

　下げ校こう前まえに、背せビレが視みえてたスミのほうにも……いないか。

　そうすると……サカナが、セイジに乗のり移うつってたときに行いきたがってた、プールにいるのかも。

　近江おうみさんの能のう力りょくがあったら、気け配はいを探さぐれるのになぁ……って。

　いやいやいや！

　これ以い上じょう、近江おうみさんを巻まきこむのは、よくない！

「シツジ、おまえなら、ほかのオバケの気け配はい、わかるんじゃないか？　カナナカさんや、地ち霊れいたちを、見みつけただろ？」

「んんん～？　ケハイって、なんです？」

「……ええと。なにか、かわったカンジがしたら、なんでもいいから、教おしえてくれ」

「ガッテンご主しゅ人じん！」

　オレはシツジを頭あたまにのっけて、運うん動どう場じょうのスミを、注ちゅう意いぶかく歩あるいていく。

　シツジといっしょに、あちこちに、目めを向むけていると……。

　　　　ポコンっ！

　そばにあった、花かだんの土つちが、とつぜん、盛もり上あがった。

　……あれっ!?

「リョウ殿どの！」

「カ……カナナカさん!?」

　花かだんから、生はえて……じゃない、出でてきたのは、カナナカさんだった！

　そうだった、なにかあったら、学がっ校こうの花かだんに来こい、って、言いわれてたっけ。

「なにやらあたりにマガマガしい気け配はいがするのですが……リョウ殿どの、なにか事じ情じょうを、ご存ぞん知じで？」

「それが……」

　カナナカさんに、オレは、セイジと、でっかいサカナのことを、説せつ明めいした。

　それを聞きいたカナナカさんは、さらに、こまった顔かおになる。

「なるほど、サカナのオバケが……」

「カナナカさん、サカナが今いま、どこにいるか、わかる!?」

　オレがたずねると、カナナカさんは、ピンッ、と、背せすじをのばして言いった。

「今いまは、運うん動どう場じょうの中なかに、もぐってしまっております。おフダの力ちからで、じゃっかん弱よわっているようですから。……しかしなぜ、あのサカナが、こんなことに」

「カナナカさん、あのサカナのこと知しってるの？」

「ええ。あれは、もともと、公こう園えんの池いけにいた、低てい級きゅう霊れいなのですよ」

「カナナカさんと初はじめて会あった、あの公こう園えん？」

「さようです。それがいつしか、リョウ殿どののオトモダチ……セイジ殿どのに、なついてしまったようでしたが、とりつくほどの力ちからもなく、とくに悪わるさもしておりませんでした」

　なつくって……。

　なんか、オレと、シツジみたい。

　そんなシツジは、今いま、カナナカさんのシッポで、あそんでいるけど。

「じゃあ、なんで、あんなバケモノに……!?」

「それはわかりません。ただ、リョウ殿どののお話はなしを聞きくかぎり、あのサカナは、一いち度ど、セイジ殿どのにとりついている。それを、おフダで引ひきはがしたとなると……もしや、凶暴化しているかも」

　えっ。

　一いち度ど、とりついたのを、引ひきはがしたら、凶きょう暴ぼう化か……。

　なーんか、似にたような話はなしを、聞きいたことが、あるような？

　───そのとき、オレの頭あたまの中なかで、バァちゃんの声こえが、ひびいた。

『離はなれすぎると消しょう滅めつしたり……もしくは、悪あく霊りょう化かして追おいかけてくるかもしれないよ？』

　シツジを、バァちゃんちにおいて帰かえったら、どうなるかって話はなしだったけど……。

　こ、これって、セイジとサカナにも、言いえるんじゃない!?

「しまった……！　このままだと、セイジが、あぶないっ！」

　オレが頭あたまをかかえると、カナナカさんが、うなずいた。

「そのとおり。一いち度ど、ヒトにとりついたのち、凶きょう暴ぼう化かしたオバケは、それ以い外がいのヒトには、とりつけない。そのため、サカナはふたたび、セイジ殿どののもとに帰かえろうとするはず。……その前まえに、サカナを止とめねば、ならないでしょう」

　キリッとした表ひょう情じょうで、カナナカさんが断だん言げんする。

　たのもしいなぁ、カナナカさん！

　そう思おもったオレは、ついつい、口くちに出だしてしまった。

「カナナカさん、オレのオバケに、なってくれないかなぁ……」

　そのとたん、カナナカさんの体からだが、また、ピンッ！　と、まっすぐに伸のびた。

「大たい変へんミリョクテキな、おさそいですが！　ワタクシはこの地ちの地ち霊れいですので、ムリなご相そう談だんです！」

　頭あたまをブブブブブと、はげしく、揺ゆらしながら、こたえる。

「……でも、ありがとう。ワタクシにそんなことを言いってくれたヒトは、あなたが初はじめてだ」

　カナナカさんが、あまりにもマジメに言いうから、オレも、なんだか、あわててしまった。

「ちょ、ちょっと言いってみただけだから！　気きにしないで！」

　こんどは、オレが、頭あたまをブンブンする番ばんだ。

　あ、そう言いえば、シツジが、頭あたまに乗のったままだったっけ。

　頭あたまの上うえに手てをのばすと……あれ？　シツジがいない。

　どこに行いったんだろうと、あたりを見み回まわすと。

　シツジが、カナナカさんのネクタイを、グイグイっと、引ひっぱってた！

「このイモリめ！　ご主しゅ人じんが、せっかく言いってるのに、ことわるなんて！」

「おおぅ。くるしいから、おやめなさい。そしてワタクシはトカゲです」

「ご主しゅ人じんはなぁ！　トモダチが、少すくないんだぞぉ！」

「トモダチが少すくなくて悪わるかったな！」

　そもそも、こんなコトしてる、場ば合あいじゃないのに！

　ひとまず、シツジをカナナカさんから引ひきはなそうと、手てをのばした、そのとき。

「おや……あれは！」

　カナナカさんは、目めを見みひらいて、運うん動どう場じょうを見みる。

　いったい、なにが………………って、あれは、セイジ!?

　オレは、自じ分ぶんの目めを、うたがった。

　さっき、家いえに送おくっていったばかりのセイジが、のんきな足あし取どりで、運うん動どう場じょうを歩あるいてる！

　校こう舎しゃに向むかってるみたいだけど……な、なんで、学がっ校こうにもどってきちゃったんだ!?

「セイジ───!?」

　オレが全ぜん力りょくでさけぶと、セイジはすぐに、オレに気きづく。そして、

「おう、りょ───お───！」

　なんてさけびながら、ブンブンと、手てをふった。

　よ、よかった、とりあえずは、ブジか！

　オレが大おお急いそぎで、セイジのところに、走はしっていこうとした……そのとき。

　　　バシャン！

　聞ききおぼえのある、水みずの音おとがした、次つぎの瞬しゅん間かん。

　とつぜん、地じ面めんから飛とび上あがった巨きょ大だいなサカナが、空くう中ちゅうで体からだをくねらせると、セイジの体からだへと、飛とびこんでいった！

　　　シュウウウウウ……

「セイジッ！」

　声こえをかけても、セイジは、身みをひるがえして、走はしりだした。

「ま、まてよ！　セイジ！」

　呼よびかけも、むなしく、追おいかけるオレとセイジの距きょ離りは、どんどん広ひろがり……。

　オレは、自じ分ぶんが、ずっと同おなじ場ば所しょで駆かけ足あししてることに気きづいた！

「なっ、なんでっ!?　なんで進すすめない……うわっ！」

　走はしるスピードをゆるめた瞬しゅん間かん、足あしもとで、地じ面めんが水みずのように流ながれていく。

　足あしをとられ、倒たおれそうになったオレの体からだを、カナナカさんが支ささえてくれた。

「だいじょうぶですか、リョウ殿どの」

「あ、ありがとう……これ、どうなってんだ!?」

「サカナの力ちからで、足あしもとの地じ面めんが、川かわのようになり、押おし流ながされていたようです」

「ほっ、ホント!?　それより、セイジはっ！」

　オレは体からだを起おこすと、セイジがいた場ば所しょへと、向むきなおる。

　だけど、うす暗ぐらくなった運うん動どう場じょうには、もう、だれもいなかった。

「セイジ……いったい、どこに行いったんだ!?」

「ご心しん配ぱいなく。部ぶ下かたちが知しらせてくれました。彼かれは、あちらの、大おおきな池いけのようなところに、いるようです」

　カナナカさんが、長ながいシッポで、さししめした方ほう向こうにあるのは……。

「大おおきな池いけ？　プールのことか…………ん？」

　オレは思おもい出だした。

　セイジに乗のり移うつっていたサカナが、プールに行いきたがっていた……理り由ゆうを。

『プールに、立たつ……七なな不ふ思し議ぎの』

　七なな不ふ思し議ぎの、７つめ。

「……『プールの水すい面めんに立たつ少しょう年ねん』って、まさか……セイジが？」

「その可か能のう性せいは、否ひ定ていできません。だとすれば、セイジ殿は、七不思議に取りこまれ……ヒトならざる者に、なってしまうかもしれません」

「ヒト、ならざる、もの？」

「セイジ殿どのが、人にん間げんではなくなると、いうことです」

「う、うっそでしょおおおお!?」

　ここが学がっ校こうだってことも忘わすれ、オレはさけんでしまった。

「あのサカナ、なにが目もく的てきなんだ？　セイジを、七なな不ふ思し議ぎにして、どうするつもりだよ！」

「……リョウ殿どの。いまは、セイジ殿どのを、お救すくいするのが、最さい優ゆう先せんすべきことですよ？」

　カナナカさんに、なだめられ、オレは、われに返かえる。

　──そうだ！

　今いまは、一いっ刻こくもはやく、プールに行いかなきゃ！
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　いざ、プールへ向むかおうとしたオレたちだったけど……。

　重じゅう大だいな問もん題だいが、たちはだかった。

　マネイリ小しょうの、プールへの通つう路ろは、１つしかなく……。

　その通つう路ろを通とおるときは、１階かいの職しょく員いん室しつから、まる見みえになっちゃうんだ。

　しかも、通つう路ろのそばには、あかりがあって、通とおってる人ひとが、はっきり見みえちゃう。

　この問もん題だいを、クリアするには……ええと。

「シツジ！　たのむ、オレを持もち上あげて、飛とべないか!?」

　そもそもシツジは、空そらを飛とんでるんだし。

　オレを持もち上あげて、職しょく員いん室しつの窓まどより高たかいところを飛とんでくれれば、いいんだけど。

「えー。ムリですよぅ。ボク、かよわいオバケなのに！」

「ダメでもいいから、やってみろって！　なにごとも、チャレンジだ！」

　オレはそう言いうと、返へん事じを待またず、シツジの手てをつかむ。

「もう～、しょうがないですねぇ、やりますよぉ！」

　シツジは、フヨフヨと踏ふんばって………………おぉおおっ、浮ういた!?

「あ！　できました、できましたよ！　ご主しゅ人じん！」

「な!?　やればできるオバケなんだよ、おまえは！」

「では、ワタクシは地ち中ちゅうからプールへ向むかいます。お２人ふたりとも、お気きをつけて」

　カナナカさんはそう言いうと、すばやく、地じ面めんへともぐっていった。

　その地じ面めんが、ジワジワと、遠とおくなってく。

　職しょく員いん室しつの窓まどの上うえ、２階かいの高たかさは、けっこうコワイ……

　……いや、イガイと、キモチいいぞ!?

　こうやって、シツジに運はこんでもらうの、これからも使つかえるんじゃない!?
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　シツジは、あっと言いうまに、プールのそばへ近ちかづく。

「あ～！　セージはっけーん！　でっかいおフロに入はいろうとしてますよ！」

　シツジが言いったとおり、25メートルプールのそばを歩あるいていくセイジが見みえた。

「よしっ！　シツジ、あのフェンスをこえてくれ！」

「ふへぇええ～もう、ゲンカイです～パワーが、ゼロですよぅ～」

　それでも、シツジはギリギリで、プールのフェンスをこえてくれた。

　……そして、シツジもろとも、落らっ下かする。

　　　どべしゃ！

　うぐ……ひ、低ひくいところで落おとされて、よかった。

「ボクもうダメです～、起おきあがれない～」

「よくやったぞ、シツジ！　ありがとうなっ!!」

　オレはシツジをかかえあげると、自じ分ぶんの頭あたまにのせる。

　そして、オレたちが現あらわれたことに気きづいたセイジ……いや、サカナへと、向むきなおった。

　今いまのセイジは、昼ひる間まとおなじく、ぼんやりと、オレを見みている。

　……そして、その目めは、白しろくにごってた。

「セイジ……そこから動うごくなよ！」

「シンミョウにイタセー！」

　オレと、ついでにシツジは、猛もうダッシュで、セイジのもとに駆かけよる。

　そして、あともう少すこし……と、いうところで。

　　　ドゥン！　ドゥドゥン！

　なにかに、ぶつかって、体からだが、はじき飛とばされた！

「あぶない！」

　ふっとんだオレを、キャッチしてくれたのは……カナナカさんだ！

　シツジのことは、シッポで巻まきとってくれたみたい。

「ムチャをしては、いけません。ここは、ワタクシに、おまかせを」

　カナナカさんは、オレとシツジを、やさしく下おろすと、セイジを、にらみつけた。

「リョウ殿どのが、はじき飛とばされたのは、サカナが作つくった、見みえないカベです。このままでは、セイジ殿どのに近ちかづけないので、ワタクシが、このカベを、ハカイします」

「おっ、お願ねがいします！」

「ボクも、ハカイやりますー！　どっかーんだぁ！」

「あの……カナナカさん、シツジにも、なにか手て伝つだえることは……？」

「おとなしくしていただけるのが、いちばんの、お手て伝つだいです」

「……だってさ、シツジ」

「おのれぇトカゲー、イイトコロばっかりー！」

　手て足あしをバタバタさせて怒おこるシツジを、うしろから、抱だきかかえる。

　それと同どう時じに、カナナカさんの体からだが、黄こ金がね色いろに、かがやき始はじめた！

　カナナカさんから、あふれた黄こ金がね色いろは、見みえないカベに向むかって、流ながれてく。

　すると、プールに向むかっていたサカナは、急きゅうに、足あしを止とめた。

　そして、カナナカさんが、スッ、と、手てをかざしたとたん。

「なっ、なんだあれっ!?」

　セイジの体からだから、にごった緑みどり色いろのモヤが、流ながれだした。

　濃こい緑みどりのモヤは、カベに向むかって流ながれ……。

　やがて、カナナカさんの黄こ金がね色いろの光ひかりとぶつかり、押おし合あいを始はじめた！

「ぬぬ、サカナが押おし返かえしてくる！　なかなかの強つよさです！」

「マジで!?　くっそぉ、なにか、アイツのスキをつく方ほう法ほうは……！」

「あせらずに、お待まちを。……それよりリョウ殿どの、今いまのうち、お話はなししたいことが、２つほど」

「な、なに？」

「まず、バケザカナの、目もく的てきがわかりました。今いま、ワタクシと押おし合あっている、ヤツのモヤから、思し念ねんを感かんじとることができまして」

「ほ、ほんと!?　……サカナは、セイジを七なな不ふ思し議ぎに取とりこんで、どうする気きなんだっ？」

　カナナカさんは、フルリフルリと、首くびを横よこにゆらした。

「───どうも、しません」

「え？」

「あの、サカナの想おもいは、セイジ殿どのに『好すかれたい、喜よろこばせたい、ねがいをかなえてあげたい』……ただ、それだけです」

　カナナカさんは、静しずかな声こえで、そう言いった。

「セイジのねがいって……七なな不ふ思し議ぎのこと？」

「はい。七なな不ふ思し議ぎが広ひろまり、実じつ現げんしてほしいという、ねがいです。それを、かなえることだけが、サカナの目もく的てきなのですよ」

　カナナカさんは、ひどく、かなしげだ。

「それって……セイジが、好すきだから、ねがいをかなえてあげたいって、ことだよね？　なのに、セイジを、ひどい目めにあわせるの？　それって、おかしいよね？　ムジュンしてるよ……！」

　ポツリ、ポツリと、オレがつぶやくと、カナナカさんの目めが、すうっと細ほそくなった。

「ヒトの考かんがえ方かたでは、そうでしょう。しかし、多おおくのオバケは、ちがう。目もく的てきを、はたすためならば、どんなギセイが出でようが、かまわないのです。セイジ殿どのの、ねがいを、かなえるためなら、セイジ殿どのが、傷きずついても、かまわない」

「そ、そんなのって、ないよ……！」

「覚おぼえておいてください、リョウ殿どの。──オバケとは、本ほん来らい、そういった存そん在ざいなのです」

　カナナカさんは、大おおきく息いきを、すいこんだ。

「そして、もう１つ。……申もうしあげにくいのですが、あのサカナの力ちからを引ひきだし、凶きょう暴ぼう化かさせてしまったのは……」

　ギシリ、ギシリと、カベから、イヤな音おとがする。

　それに合あわせ、ぬぐ、と、うめきながらも、カナナカさんは、オレを見みた。

「リョウ殿どの、あなたの、力ちからです。……あなたは、オバケを引ひき寄よせるだけでなく、力を引き出してしまうようだ」

　────え？

「な、なんで……オレ、なにも……してないよ？」

　だって、オレの力ちからって。

　オバケに好すかれやすい、とか。とりつかれやすい、とか。

　そういうものだって、バァちゃんが、言いってたぞ？

　弱よわいオバケを強つよくするなんて……それも、凶きょう暴ぼうにしちゃうなんて。

　そんな力ちから、オレにあるわけ、ないのに！

「おどろかれるのも、ムリはありません。ですが、サカナの中なかに、リョウ殿どのの気きが、まじっています。……どこかで、サカナに、ふれたことはございませんか？」

　あのサカナを、最さい初しょに見みたのは、公こう園えんの東あずま屋やだった。

　ムチャをしようとした、セイジを止とめたとき、水みずの音おとがして……手てが、光ひかって。

「────あ！」

「お心こころあたりが、ありましたか。……あなたの、その力ちからは、オバケくんのように、ごくごく弱よわい存そん在ざいをすら、強つよくする」

　カナナカさんの話はなしに、オレはショックを、受うけっぱなしだ。

　思おもわず、シツジのほうへと、視し線せんをむけると。

「ご主しゅ人じん、なんでボクを見みつめるんです？　ボクが、かっこいいから!?」

　シツジのやつ、１人ひとりでデレデレと、照てれはじめた。

　でも、そのおかげで、ショックが、だいぶ、やわらいだかも。

　ついでに、脱だつ力りょくも、しちゃったけどね！

　そのとき、カナナカさんの、うめき声ごえがした。

「ぐぐぅ……やはり、ワタクシの、トカゲの体からだでは、ダメなのでしょうか」

　にごった色いろのモヤが、カベをつきぬけ、カナナカさんへと、せまってきてる！

　なっ、なにか、オレにできることは…………そうだ！

　オバケの力ちからを、引ひきだす力ちからが……ホントに、オレに、あるっていうんなら。

　どうやればいいか、よくわかんないけど、一いちか八ばちかだ！

　オレは、自じ分ぶんの両りょうのてのひらを、カナナカさんの体からだに、力ちからいっぱい押おしつけた！

「カナナカさんっ！　がんばってっ!!」

　……すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

「ふぉおおおおおおっ!?」

　カナナカさんの、体からだが、一いっ瞬しゅんだけ、大おおきくふくらみ！

　　　パキパキパキパキパキンッ！

　カベが、あっというまに、こなごなに、くだけちゃった！

　カナナカさんにせまってた、モヤも、一いっ瞬しゅんで消けしとぶ！

「ま、マジで……!?　マジで、力ちからを引ひき出だしちゃったの、オレ!?　ぐうぜんじゃなくて!?」

「ワタクシ、ウソは申もうしませんよ！　このとおり！　力ちからが！　みなぎる！」

　両りょう手て両りょう足あしシッポをパタパタさせながら、カナナカさんは、さけぶのだった。
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　カベが、こなごなに、くだけたのを合あい図ずに。

　セイジはまた、フラフラと、プールに向むかって歩あるき出だした。

　もう、片かた足あしが、プールのへりに、かかっちゃってる！

「シツジ、たのむ！　セイジがプールに入はいらないように、あいつを引ひっぱりあげてくれ！」

「わーお！　ボク、出で番ばんを待まってましたぁ！　ガッテンご主しゅ人じん、シンウチトウジョウ！」

　シツジは、すぐさまセイジのもとへ、すっ飛とんでいく。

　あいつ、あんなにはやく、飛とべたのか……。

「そぉーれっ！」

　シツジは、かけ声ごえをあげながら、セイジのウデをつかむと、引ひっぱり上あげた。

　セイジの体からだが、ジワジワと浮うきあがる。

　オレは、大おお急いそぎで、そのそばへ駆かけつける。

　そして、セイジの体からだを受うけとるため、手てをのばした……けど！

「ちょっ、シツジ！　なんでそっちに、行いっちゃうんだよ!?」

　シツジのやつ、オレのほうじゃなくて、水みずの上うえに、フラフラと向むかっていく！

「うわーん！　カラダが、かってに動うごいちゃうんです～！　どして～!?」

　シツジとセイジは、プールの真まん中なかあたりまで、行いっちゃった！

「ぬぬ……オバケくんは、セイジ殿どのに、さわったため、あやつられているのかもしれません」

　カナナカさんは、こまり顔がおになった。

「うわーん！　ボク、手てがつかれましたー！　セイジ、おもーい！」

「ちょ！　もうちょっと、がんばれ！　シツジ！」

「ふえーん……あのー、先さきに、あやまってもイイです？　ご主しゅ人じん！」

「えっ？　どういうイミ!?」

「こーゆーイミでーす！　ごめんなさいさい！　もうムリ！」

　シツジがさけんだ、直ちょく後ご。

　セイジの体からだが、シツジの手てから……はなれて、落らっ下かした！

「セイジッ！」

　───そして、セイジの体からだは、水すい中ちゅうへ………………って、あれ？

「……空くう中ちゅうに……浮ういてる!?」

　なにがどうなってるのか、セイジの体からだは、宙ちゅうに浮うかんでた！

「ど、どうなってんの、コレ!?」

　セイジが助たすかったのは、いいけど……いったい、なにが起おきてるんだ!?

　オレが、頭あたまをかかえようとしてた、そのとき。

　　　───わっしょい、わっしょい、わっしょい、わっしょい！

　どこからともなく、声こえが、聞きこえてくる。

　それも……１人ひとりじゃない。たくさんの声こえだ。

　その声こえは、プールから、聞きこえてて……。

　カナナカさんが、プールサイドに近ちかづいた。

「おお……やはりか」

　そうつぶやいた、カナナカさんが、うれしそうにシッポを、ふったとたん。

　声こえの正しょう体たいが、ゆっくりと、すがたを見みせ始はじめた！

「リョウ！　来きたぞぉ！　来きてやったんだぞぉ！」

「あそぶヤクソク、したからな！」

「うひゃひゃ、カナナカ様さまも、いらっしゃるぅ！」

　───それは……プールの水すい面めんが、かくれちゃうぐらいの数かずの！

「地ち霊れいたちじゃないか！」

「そうだぁ！　地ち霊れいサマたちだぞぉ！　リョウ！」

　オレがさけぶと、地ち霊れいたちも、歓かん声せいをあげた。

　そして、セイジを、おみこしみたいに、かかえると。

　空くう中ちゅうを、わっせわっせと、動うごきはじめた。

「カナナカさんが、呼よんでくれたんだよね!?　ありがとう！」

　オレがカナナカさんの、両りょう手てを握にぎると、カナナカさんは、ゆっくり、首くびをふった。

「そうではないのです、リョウ殿どの。部ぶ下かたちは……かれらは、自じ分ぶんたちの意い志しで、ここに来きたのです。……あなたの、お手て伝つだいをするために」
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「地ち霊れいたちの……意い志しで？　……そっかぁ。みんな、ありがとな！」

　そうさけびながら、オレが、プールに、もう一歩ぽ近ちかづいた、そのとき！

「ごっ主しゅ人じん～～～～～！」

　わああっ、あっぶねぇ！　シツジが、猛もうダッシュでだきついてきた！

「ごめんなさい～！　ご主しゅ人じん！　アタシをすてないでー！」

　そんなことを言いいながら、ブルブルふるえてる。シツジなりに、あやつられちゃったことを気きにしてるみたい。

「うん、まぁ、おまえにしては、よくやったよ。気きにすんな」

「そうですよ、オバケくん。低てい級きゅう霊れいなのだから、あやつられるのは、しかたがない」

　カナナカさんが、ぜんぜんなぐさめにならないことを、言いいました。

「フザケンナー！　トカゲめー！」

　……うん、やっぱり、こうなるよね。

　カナナカさんに、とびかかろうとするシツジを、おさえこんだとき。

　　　グアアアアアアアッ！

　セイジの……いや、サカナの、おそろしいほどの、うなり声ごえが、ひびく！

　プールを見みると、セイジが地ち霊れいたちにかつがれたまま、両りょう手てをふり回まわし、あばれてた！

　どうやら、地ち霊れいたちを、ふりはらおうと、してるみたいだ。

　ボコンボコンと、地ち霊れいたちが、ふっとばされていく！

「セイジ、やめろっ……！」

　セイジを止とめるため、オレがプールに入はいろうとすると、カナナカさんに止とめられた。

「だいじょうぶ、リョウ殿どの。マネイリの地ち霊れいは、そんなにヤワではありません。……ただ、あのままでは、セイジ殿どのが、プールに落おちてしまうかもしれない。いっこくも早はやく、サカナをセイジ殿どのの体からだから追おいださねば」

「追おいだすって、どうやれば……」

　前まえは、兄にいちゃんのサインを使つかったけど、今いまは、それもない。

　だから、ほかの方ほう法ほうを考かんがえなきゃ……！

　サカナを、セイジの体からだから追おいだす…………サカナを、追おいだす……？

　サカナ、サカナ、サカナ…………──────そうだっ！

「シツジ、たのみがあるっ！」

「ほーい、なんでしょー!?」

「おまえ、サカナの、エサになってくれないか!?」

「ほへっ？」

「なっ、なんと申もうされます!?」

　いつもはトロンとしてる、カナナカさんの目めが、パッチリと、ひらいた。

「サカナと言いえば、釣つりだよ！　シツジが、サカナのエサになってくれれば……セイジから、サカナを引ひきはがせるかも！」

「で、ですが……釣つりといっても、釣つりザオが」

「釣つりザオはないけど、これがある！」

　オレは、腰こしにつけた、パスケースをジャッとかまえた。

　このカードなら、サカナに吞のまれたシツジを、引ひっぱって呼よびもどせる……はず！

「し、しかし、もし失しっ敗ぱいしたらどうされます？」

　カナナカさんが、不ふ安あんそうにオレとシツジを見みた。

　そのとおりだ。オレは、シツジをオトリにつかおうとしてる。

　しかも、ぜったい成せい功こうするとは言いいきれない。

　シツジにイヤがられても、しかたがない。

　でも、今いまのオレには、これしか考かんがえつかないし。

「シツジ以い外がいに、たのめるオバケなんて、いないんだよ。……おねがいだっ、シツジ！」

　オレが、ふかぶかと、頭あたまを下さげると。

「んん～、しょーがないですねぇ！　ご主しゅ人じんは、ボクがいないと、ダメダメですし～！　ご主しゅ人じんが、そこまで言いうなら、やってあげますけどぉ～！」

　シツジは、ムネをはりながら、言いってくれた。
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「よかった……恩おんにきるよ、シツジ！」

「へ？　オニギリもらえるんです？」

「あとで、いくらでも食たべさせてやるから！」

　オレが、シツジをかかえあげていると。

「わかりました……それでは、ワタクシも、ご協きょう力りょくしましょう！」

　カナナカさんが、ぺちんと、自じ分ぶんのムネをたたいた。

「えっ、いいの!?　……ホントに!?　あぶないんだよ？」

「えええっ、ボク、アブナイんです!?」

　シツジの悲ひ鳴めいが、聞きこえた気きがするけど、気きのせい気きのせい。

「すばらしき主しゅ従じゅうのキズナを見みせられては、この地ち霊れいカナナカ、ひと肌はだ脱ぬがないわけには、まいりません。それに……サカナは、釣つるのが、イチバンなのです」

「……ありがとう！」

「それでは、リョウ殿どの、時じ間かんがありませんから、さっそく」

　カナナカさんは、そう言いうと、シツジに、しがみついた。

「うへえええええええ!?　な、なんです？　ボク、どうなるんです!?」

　シツジの悲ひ鳴めいを、ものともせず、カナナカさんは、シッポをぐるっと、巻まきつける。

「グルグルっと、されちゃいましたけどぉおお!?　ご主しゅ人じん、たすけてぇえええ！」

「だいじょうぶ、これもイッシンドータイだ、シツジ！」

「ガッテンご主しゅ人じん……って、言いうとおもったか！　トカゲとなんて、オーコートーワーリー！」

「セイジを助たすけるためだ、ちょっと、ガマンしてくれ！」

「うわーん！　マツダイまで、タタッテやるー！」

　カナナカさんはシツジに巻まきつき、最さい後ごにキュッと首くびをのばすと、オレのほうに顔かおをむけた。

「準じゅん備び完かん了りょうです。このまま、オバケくんごと、プールへ投なげこんでください！　サカナが、ワレワレに食くいついてくれるのを、いのりましょう！」

「わーん！　おサカナ、食たべないでー！」

「よっしゃ！　待まってろよぉ、セイジ！」

　オレは大おおきく、うなずくと、シツジとカナナカさんを、かかえあげる。

　オバケだからか、２匹ひきぶんなのに、思おもってたよりも、ぜんっぜん軽かるい！

　なんだか、力ちからもちになった気き分ぶん！

「いっくぞぉおおお！　うおりゃあああっ！」

　オレはコンシンの力ちからをこめ、シツジたちを、プールへと投なげこんだのだった！
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　　　パシャン！

　ふわりと宙ちゅうをまった、カナナカさんと、シツジが、水すい中ちゅうに消きえた。

　音おとが小ちいさいのは、２匹ひきが、かるいからだろう。

　それから３秒びょうも、たたないうち……。

　地ち霊れいたちにかかえられた、セイジの体からだから、なにかが、飛とび出だすのが見みえた！

「なんだ、なんだっ、なんだっ!?」

　おどろいた地ち霊れいたちが、さわぐなか、オレのパスケースが、ビィインッ、と、浮うきあがる。

　まるで、見みえない糸いとに、引ひっぱられてるみたいに！

「よっしゃ！　かかったああああ！」

　オレは、パスケースを、両りょう手てで、しっかりとつかむ。

　そして、両りょう足あしをひらくと、プールサイドで、踏ふんばった！

　サカナが、シツジたちをムシしたら、どうしようかと、不ふ安あんだったけど……。

　こんなに、あっさり、引ひっかかってくれるとは！

「見みてろよぉ、バケザカナ！　オレに、釣つれない魚さかななんて、ないんだあぁあ──────っ！」

　……ホントは、釣つりしたこと、ないけどねっ！

　こうなったら、もう、ヤケクソなんです！

「いくぞぉ……帰かえってこおおおい、シツジ！」

　カードを両りょう手てでかまえ、シツジを呼よびもどす。

　でも、引ひっぱる力ちからが、強つよくなるばかりで、なかなかもどって来こない。

　バケザカナが、はげしく抵てい抗こうしてるんだ。

　気きをぬくと、オレまで、プールに引ひきずりこまれちゃう！
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「負まけるなー！　リョウー！　ひっぱれ、ひっぱれ！」

「わっしょい、わっしょい！」

　地ち霊れいたちが、セイジの体からだをかつぎながら、いっせいに、応おう援えんをはじめる。

「ぐぎぎぎぎぎ、ぬぎぎぎ！　負まけてたまるかああああ！」

　どのくらいの間あいだ、サカナと格かく闘とうしてただろう。

　ふいに、引ひっぱる力ちからが、ゆるんだと思おもったら！

　　　バション！

「ふへぇえええへええええ～！」

　気きのぬけるような、声こえをあげながら……。

　シツジが、サカナの口くちから、飛とびだした！

「シツジ！」

　オレはそれを受うけ止とめようとして……みごと、失しっ敗ぱい。シツジごと、ひっくりかえり、プールサイドに、尻しりもちを、ついちゃった。

　めっちゃ、いたいけど……とりあえず、シツジがブジで、よかったぁ。……次つぎは、セイジを、プールサイドに引ひき上あげなきゃ！

「カナナカさんっ、地ち霊れいのみんなっ！　サカナがはなれてるうちに、セイジをっ……」

　オレは、カナナカさんに、そう呼よびかけたものの。

　よくよく、考かんがえてみれば……もどってきたのは、シツジだけだ。

　カナナカさんの、すがたは、どこにもない。

「し、シツジ……カナナカさんはっ!?」

「ふへぇ～？　トカゲは、おサカナの、中なかですけどぉ～？」

「はぁっ!?　な、なんで？」

「ん～、なんか、『シッポがちぎれる！』とか、さけんでました～」

　まさか、引ひっぱる力ちからに、たえられなかったのか！

　これって、作さく戦せん失しっ敗ぱいってことじゃないのか!?

　それに……。

　オレのせいで、カナナカさんがっ……。

　オレが、くちびるを、強つよく、かみしめたとき。

　　　ドバシャアアアア！

　とつぜん、すさまじい水みず音おとが、プールから聞きこえてくる！

　音おとをたてていたのは、セイジからはなれたサカナだった。

　地ち霊れいたちが守まもってくれてる、セイジの体からだに、もどりたいんだろう。

　水みずにもぐっては、飛とびだし、地ち霊れいたちに体たい当あたりを、くりかえしてる！

「わわわ、なんだコイツ！　アブナイ！」

　地ち霊れいたちは、セイジをかかえたまま、右う往おう左さ往おうする。

　このままじゃ、地ち霊れいたちが、あぶないし、セイジも助たすけられない！

「もう、四しの五ごの言いってられるかあああ！」

　オレは、ギッと歯はをくいしばり、プールのへりに、足あしをかけた。

「シツジ、オレが合あい図ずしたら、オレをセイジのとこに、連つれてってくれ！」

「こんどこそー！　ガッテンご主しゅ人じん！　イッシンドータイ！」

　シツジは、オレの頭あたまの上うえに、しっかりとつかまった。

　サカナをにらみつけながら、スキをうかがっていると。

　───なんの、前まえぶれもなく。

　プールが、まばゆいばかりに、かがやいた！

　底そこからライトで照てらされてるみたいに、ゆれる水すい面めんが、キラキラしてる。

　そして、そのプールで泳およぐ、サカナの体からだも、かがやいてた。

　あんなに、ブキミだったウロコの色いろが、今いまは……金きん色いろだ！

　そして、光ひかりをあびた、地ち霊れいたちは……少すこしずつ、消きえていってる!?

「まきこまれるなー！　イチジタイキャク、タイキャクー！」

　さけびながら、地ち霊れいたちは、１匹ぴき、また１匹ぴきと、消きえていく。

　このままだと、セイジが落らっ下かして……プールの水すい面めんに立たっちゃうかも!?

　そうなったら、七なな不ふ思し議ぎに、取とり込こまれるかもしれない！

「シツジ、全ぜん力りょくで飛とんでくれ！」

「ガッテンご主しゅ人じん！　ゼンソクゼンシーン！」

　　　ビュンッ！

　シツジは、今いままでとは比くらべものにならないスピードで、セイジに近ちかづいた！

　そして……間かん一いっ髪ぱつ！

　水みずに落おちる寸すん前ぜんだったセイジの体からだを、つかまえた！　でも……。

「ご主しゅ人じん～つかれましたけど～」

「えっ、もうなの!?　なんか、ノロノロ運うん転てんになってるぞ！」

「んぎぎ！　ノロノロじゃないです！　ボクは、できるオバケですから！」

　シツジは、少すこしだけ浮ふ上じょうすると、まっすぐプールサイドを目めざす。

　地じ面めんが近ちかづいた瞬しゅん間かん、オレはシツジから手てをはなすと……。

　セイジといっしょに、プールサイドへと、ころがり落おちた！

「セイジ！　だいじょうぶか!?」

　オレは、起おき上あがるなり、セイジをのぞきこむ。

　でも、セイジはピクリとも、うごかない。

『だいじょうぶ。気きをうしなっている、だけです』

　とつぜん、聞きこえてきた声こえに、オレはあわてて、あたりを見み回まわした。

　だけど、そばにいるのは、意い識しきのないセイジと、つかれて寝ねころぶ、シツジだけだ。

　気きのせい、だったのかな？　……でも、今いまの声こえって、たしか。

「ほへぇ～……ご主しゅ人じん、マヌケづらで、ど～しましたぁ？」

「マヌケづらは、よけいだ。……でも、よくやったなぁ、シツジ！」

「わ～お！　ボク、サイキョーオバケ！」

　オレが、寝ねころんだままの、シツジの頭あたまを、グリグリなでていると。

『───あとは、おまかせくださいね』

　また、聞ききおぼえのある……カナナカさんの、声こえがする。……そして。

　　　ドォオオオン！

　次つぎの瞬しゅん間かん、ぶっとい光ひかりの柱はしらが、プールから立たちのぼった！

　なっ、なっ、なにこれ!?

「うわああああおおおぅ！　カミナリですか！　カジオヤジですか！」

　光ひかりの柱はしらを、ぼうぜんと、ながめていると……。

　まるで、滝たき登のぼりしてるみたいに、柱はしらの中なかを泳およぐ、サカナがいた。

　そのまま、天てんにのぼっていっちゃうのかと、思おもったけど……。

　サカナはやがて、泳およぎをやめ、そのままプールへと、落おちていく。

　　　バシャアアアアアアッ！

　水すい面めんへと、たたきつけられたサカナは、泳およぐこともないまま、苦くるしげに、もがく。

　水みずの上うえなのに、陸りくに、うちあげられたみたいだ。

『まだ終おわりではありません。少しょう々しょううるさくしますので、耳みみをふさいでいていただけますか』

　また、カナナカさんの、声こえがした。

「このトカゲヤロー！　ご主しゅ人じんは、ボクが守まもるヨテイなんだぞ！　ホントだぞ！」

「予よ定ていだけで十じゅう分ぶんだから！　ここは、カナナカさんの言いうとおりにするぞ！」

　オレが耳みみを、手てでふさぎながら言いうと、シツジもしぶしぶ、手てを顔かおに近ちかづけ……。

　……なぜか、目めをふさいだ。

　もちろん、オレは「なんでだよ」って、ツッコむつもりだったんだけど。

　　　ドゴオオオオオオン！

　すさまじい雷かみなりの音おとに、それどころじゃ、なくなった。

　サカナからは、また、光ひかりの柱はしらが立たつ。

　さっきとは、比くらべものにならないぐらいの、迫はく力りょくだ。

　それがおさまると……サカナは、もがくのをやめる。

　そして、なにごともなかったみたいに、空くう中ちゅうを泳およいで、オレたちのほうへと、近ちかづいてきた！

　もしかして、また、セイジに乗のり移うつるつもりか!?

　オレは、セイジをうしろにかくして、みがまえる。

　　　ガパリッ！

　目めの前まえで、サカナの口くちが大おおきく開あき、オレは腰こしをぬかしそうになった。

　な、なんだ、なんなんだっ！　ナニがおこるんだっ!?

　まばたきするのも忘わすれ、オレはサカナを、じぃっと見みつめる。

　すると、サカナの口くちの中なかで、なにかがゴソゴソしているのが見みえた。

　……そして、姿すがたをあらわしたものは。

「ワタクシでございますよ、リョウ殿どの」

「カナナカさん！　…………じゃ、ないっ!?」

　ニョロニョロと、サカナの口くちから出でてきたのは……どう見みても、トカゲじゃなくて！

「いやはや、ひさしぶりに、シゴトをしました」

　そう言いいながら、プールサイドへと、悠ゆう々ゆうと、やってきたもの。

　それは、黄こ金がね色いろにかがやく…………龍りゅうだった！
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「え、ええと、ハジメマシテ。あの、どちらさま、でしょうか？」

　知しらない人ひとには、まずは、あいさつ。

　オレは、目めの前まえの、ピカピカ光ひかる龍りゅうに、おじぎをしてみた。

「ひぃっ！　なにをおっしゃる！　カナナカですよ！」

「……はぁ!?　カナナカさんっ!?」

「あぁ、このすがたの、せいですね」

　ナゾの龍りゅうは、自じ分ぶんの体からだを見み回まわしながら、つぶやいた。

「む～。コイツ、おいしくなさそうですねぇ、ご主しゅ人じん！」

　龍りゅうのまわりを、ひゅんひゅん飛とびながら、シツジが口くちをとがらせる。

「食たべてもらっては、こまります。……じつは、ワタクシ、『地ち龍りゅう』でありまして」

「チリュウ？　やっぱり、龍りゅう、なの？」

「さようです。はずかしながら、これが本ほん当とうのすがたなのです。サカナの内うち側がわから、ちょっとばかり、霊れい気きを、たたきつけてみようと思おもいたちまして」

「……ちょ、『ちょっとばかり』？　さっきの、光ひかりの柱はしらが!?」

　オレが目めを丸まるくすると、カナナカさんは、二に度ど、三さん度どと、うなずいた。
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「あれには、ワタクシもおどろきました。ワタクシは、『ちょっと』のつもりだったのですが。リョウ殿どのから、力ちからをあたえていただいていた、おかげでしょう」

　そう言いわれ、オレは自じ分ぶんの手てを、まじまじと見みる。

　カナナカさんが、カベをこわすときの、手て伝つだいになればと、思おもっただけなのに……！

「本ほん当とうは、変へん身しんする気きはなかったのですが……不ふ便べんなことに、このすがたでないと、リョウ殿どのにいただいた力ちからを、使つかえないのです。いやはや、お見み苦ぐるしいものを、お見みせしました」

「ぜんぜん、見み苦ぐるしくないけど!?」

　むしろ、トカゲより、今いまのすがたのほうが、かっこいいですけどっ!?

　……とは、さすがに、言いえませんでした。

「あーっ！　ご主しゅ人じん！　サカナがーっ！」

　いきなりの、シツジのさけび声ごえに、オレの体からだは小ちいさくはねる。

　あわてて、サカナのところへ、向むかうと……。

「あれっ、なんか、小ちいさくなってる！」

　あんなに大おおきかったサカナが、３分ぶんの１ほどのサイズに、ちぢんでた！

　よく見みたら、さらにどんどん、小ちいさくなっていってる。

「カナナカさん、これって、どういうこと？」

「サカナに宿やどっていたリョウ殿どのの力ちからを、ワタクシが、消けしとばしたからです」

　……りゅ、龍りゅうの力ちからって、すげぇな！

　カナナカさんを、怒おこらせてなくて、ホントウに、よかった！

「こいつ……このまま、消きえちゃうの？」

「いいえ。元もとの大おおきさに、もどって、ごくごく弱よわい存そん在ざいに、もどるだけですよ」

「そっかぁ……よかった」

　オレがホッとしながら、そうつぶやくと。

「あっ、あなたはっ……なんという、お人ひと好よし！」

　カナナカさんが、悲ひ鳴めいをあげながら、のけぞった。

　耳みみもとで、さけばれて、かなりビックリだ！

「お、おっ、お人ひと好よしって……なにがっ？」

「オバケに、同どう情じょうするものでは、ないですよ！　それも、霊れい能のう力りょく者しゃのかたが！」

「で、でも、サカナが凶きょう暴ぼう化かしたのって、オレのせいだし……」

「ええ、まぁ……それは、まぁ……ええ、まぁ、そのとおりではありますが」

　カナナカさんは、オレに遠えん慮りょして、答こたえにくそうだ。

「それに、カナナカさんや、地ち霊れいたちにも、迷めい惑わくをかけて……ごめんなさい！」

　そう言いえば、まだ、ちゃんと、あやまってなかったっけ。

　そう思おもって、オレが、ぺこりと頭あたまを下さげると。

「ひえええええええ!?」

　カナナカさんが、またしても、悲ひ鳴めいをあげた。

「いけません！　そんなカンタンにオバケに頭あたまを下さげては！　自じ分ぶんより下しただと思おもわれますよ!?」

　さっきから、なんなんだ？

「下した？　……あぁ、小ちいさいってこと？」

「そうではなく！　自じ分ぶんよりも、えらくないヤツだと、思おもわれるってことです！」

　そうは言いってもなぁ。

　オバケとヒトはちがうんだから、えらいも、えらくないも、関かん係けいないような。

　でも、それが、オバケのルールって、ことなんだろう。

「ねえ、カナナカさん。やっぱり、オレのオバケになってくれないかなぁ？」

「まーた、それをおっしゃいますか……」

　あきれたように、カナナカさんが、ため息いきをついた。

「だってオレ、オバケのこと、ぜんぜん知しらないから。カナナカさんが、いろいろ教おしえてくれたら、助たすかるよ」

　───色いろ々いろなことが、あったけど。

　オバケが、視みえるようになってから、まだ、１ヶか月げつちょっとしか、たってない。

　ここには、ジィちゃんもバァちゃんも、アキちゃんもいない。

　兄にいちゃんに、いたっては、アテにならない。

　だから、オバケとして、オレに、オバケのことを、教おしえてほしいんだ。

「先せん生せいというか、コーチ？　そういうのでいいんだけど。……ダメかな？」

　あらためて、ぺこりと頭あたまを下さげたら、また、カナナカさんが、さけんだ。

「ですから！　頭あたまを！　オバケにぃいい！」

　なんだかおもしろくなって、ぺこぺこぺこと、連れん続ぞくして、頭あたまを下さげまくる。

「なんです？　ヒッサツワザなんです？」

　シツジも、オレのマネして、ぺこんぺこんと、頭あたまを上じょう下げさせてた。

　最さい初しょは「やめてください！」と、ゼッキョーしてたカナナカさんだけど。

　最さい後ごには、おっきなため息いきが、聞きこえてきた。

「しょうちいたしました。ですから、もうごかんべんを」

「ほんと!?」

「……ただし！　リョウ殿どのがマネイリ町ちょうに、いるときだけです。ワタクシは、この地ちの地ち霊れいですから、この地ちの人ひと々びとを見み守まもることが、本ほん来らいの仕し事ごとなのですよ。……それで、よろしければ」

「もっちろんだよ！　ありがとう、カナナカさん！」

　オレが、カナナカさんの、両りょう手てを握にぎると……とつぜん、パスケースが、フワリと浮うきあがる。

　そして……カードから、黄こ金がね色いろの光ひかりが、あふれた！

　カナナカさんが龍りゅうになったときと、同おなじ光ひかりだ！

「うっ、うわっ!?」

　まぶしくて、両りょううでで、顔かおをおおう。

　光ひかりがおさまったあと、ゆっくり、パスケースを見みると……。

　いつものように、オレのベルトに、ぶら下さがってた。

　目めの前まえには、目めをクルクルさせてるシツジと、目めをキツくとじてる、カナナカさんがいる。

「今いまの……なんだったんだろ？」

　首くびをかしげながら、カードを確かく認にんし……おどろいた。

　カードに、まぁるい光ひかりが、浮うかんでたんだ。

　これって、カナナカさんが、力ちからをかしてくれる、あかしなのかな？

「ほほぉ……どうやら、そのカガミで、ワタクシをよぶことが、できるようですな」

　カードをながめながら、カナナカさんは、カンシンしたようすだ。

「さて、このすがたは、とてもつかれますし……なにより、はずかしいので、元もとにもどりますね」

「えっ!?　はずかしい、ものなの!?」

「あたりまえです！　ヒトで言いえば、ハダカで、人ひと前まえでおどるようなものなのですよ!?」

　カナナカさんは、早はや口くちで言いうと、一いっ瞬しゅんで、トカゲにもどってしまった。

　なんだか、もったいないと、思おもっていたら。

「ご主しゅ人じん、ハダカってなんです？」

　いつもハダカのオバケから、シツモンされました。

「服ふくを、着きてないことだよ」

「ボク、フク、きてます？」

「着きてないけど、オバケだから、いいんじゃない？」

「わーお！　ほめられました～！」

　ほめたつもりは、これっぽっちも、なかったんだけどな？

「では、ワタクシはここで。なにかこまったことがございましたら、また、お呼よびください。このカナナカ、24時じ間かん、すぐにあなたを、サポートいたします」

　なんだか、テレビＣＭで聞きいたことのあるような、セリフを言いうと。

　カナナカさんは、体からだをピンとのばし、スルスルと、地ち中ちゅうに帰かえっていった。

「カナナカさん、ありがとう！　またね！　地ち霊れいたちにも、よろしく！」

　オレが手てをふりながら、カナナカさんを見み送おくっていると。

「ごーしゅーじーんっ！」

　シツジが、いつものごとく、オレの頭あたまに、よじ登のぼってきた。

「ん？　どうしたんだ？」

「ボクも、ホントウのすがたに、なりたいです！」

　……ははーん。

　カナナカさんの変へん身しんを見みて、うらやましくなったんだな。

　たしかに、かっこよかったもんなぁ……。

「さすがにムリだよ。オマエはそれが、ＭＡＸパワーだろ？」

「うわーん！　ちがいますよー！　ボク、ホントは頭あたまが８つある、でっかいヘビなのに！」

　頭あたまが８つあるヘビって……なんか、どっかで、聞きいたことが、あるような？

「龍りゅうじゃないのかよ」

「ふぇ？　リュウってなんです？」

「ええとぉ、龍りゅうっていうのはなぁ……」

　お父とうさんが買かってくれた、生いきもの図ず鑑かんに、龍りゅうって、のってたっけ？

　……のってるわけないよね、やっぱり。

「体からだが長ながくって……クネクネしてて」

「なるほろ、ヘビのことですか！」

「だから、ヘビじゃなくて！」

　どう説せつ明めいすればいいのか、わからず、頭あたまをかかえそうになってると。

「母かあちゃん、いま、何なん時じ!?　もしかして、遅ち刻こくするパターン!?」

　セイジの、そうぞうしい寝ねぼけ声ごえが、聞きこえてきたのだった。
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「──忘わすれものを取とりに、学がっ校こうにもどったんだよ。宿しゅく題だいのドリルと、ノートと……あと、母かあちゃんに見みせなきゃいけない、プリントも！　忘わすれてきちゃってさー」

　プールサイドに座すわり、セイジは、ワハハと笑わらいながら言いった。

　学がっ校こうにもどってきた理り由ゆうを、といただしてみたら……この答こたえだ。

　ここで、自じ分ぶんがどんな目めにあったかは、ぜんぜん覚おぼえてないみたい。

「で、なんでオレ、こんなところで寝ねてたの？」

「ええと、学がっ校こうでオレと会あって、階かい段だんでころんで、頭あたまを打うって……プールで、冷ひやしてた」

　いくらセイジでも、さすがにこの言いい訳わけは、ムリがあるよね！

　オレはヒヤヒヤしながら、セイジの返へん事じを待まったけど……。

「………………そっか、なるほどなぁ！　助たすかったわ、涼りょう！」

　セイジが大おおざっぱなヤツで、オレも、助たすかりました！

　オレが、ひそかにムネを、なでおろしてると。

「ルナー！　おむかえゴクロウ～！」

　シツジが、オレの頭あたまの上うえから、すっ飛とんでいく。

　その先さきにいたのは……近江おうみさんだ！

「２人ふたりとも、いそいでっ！　先せん生せいたちが、こっちに来きちゃう！」

　わっ、そりゃあ、そうだよね。

　たとえ、オバケは視みえなくても、光ひかりの柱はしらは出でたし、水みずの音おとも、すごかったし。

　あれで、先せん生せいたちに、気きづかれないワケがない。

「なにやってんだ！　急いそげっ！」

　セイジの声こえと同どう時じに、いくつもの足あし音おとが、こっちに向むかってくるのが、聞きこえてきた！

　オレも、あわててダッシュする。

「近江おうみさんっ、学がっ校こうまで、来きてくれたのっ!?」

「うんっ、ムチャしてないか、心しん配ぱいで……それより、こっちへ！」

　そう言いって、近江おうみさんはオレとセイジの手てをつかむと、駆かけだした。

　でも、向むかってる先さきは、フェンスで行いき止どまりのはず…………って、うそぉ!?

　フェンスに、でっかい穴あなが、あいてる！

　穴あなは、コンパスで描かいたみたいに、まん丸まるで……。

　へりからは、黒くろいケムリみたいなのが、たちのぼってた。

「こんなところに、穴あななんて、あいてたっけぇ!?」

「涼りょう！　いいから、足あしを動うごかせ！　チューチョしてる場ば合あいか！」

　セイジにそう言いわれ、まずは、逃にげることだけを考かんがえる。

　バタバタと、穴あなを通とおりぬけたさきは、学がっ校こうの裏うらの、細ほそ道みちだった。

　ふだんから、あんまり人ひとが通とおらない、静しずかな道みちだ。

「もう少すこし、フェンスから、はなれたほうがいいかも。足あし音おと、気きをつけてっ」

　小こ声ごえでそう言いった、近江おうみさんを先せん頭とうに、早はや足あしで進すすんでいると……。

「だれかいるのか!?　かくれてるなら、出でてきなさい！」

　プールのほうから、先せん生せいたちのさけび声ごえが、聞きこえてきた！

　か、カンイッパツって、こういうコトなんだな……。

　でも、このままだったら、先せん生せいたちも、穴あなに気きづいちゃうぞ!?

　あわてて、フェンスをふり返かえると…………あれ？

　穴あなが……なくなってる!?

　そして、さらに、オレが見みたものは。

　フェンスの上うえに立たち……こっちを見みつめている、人ひと影かげだった。

　その姿すがたは、なにもかも、黒くろ……まっ黒くろだ。

　あかりに、ぼんやりと照てらされている、マントも、フードも……顔かおさえも。

　男おとこは、ただ、だまって、オレを見みてる。

　やがて、首くびをかしげるように、頭あたまを、横よこにたおすと。

　体からだから、フェンスの穴あなで見みたのと、同おなじような、黒くろいケムリをだし……。

　三日みか月づきみたいに、ひらいた口くちで、ニタリと笑わらった。

「七なな不ふ思し議ぎの……『黒くろい男おとこ』？」

　まっさきに、考かんがえついた言こと葉ばが、ポロリと、口くちからこぼれる。

　……そのすがたをよく見みようと、一歩ぽ、踏ふみだしたとき。

「ご主しゅ人じん、そっちじゃないですよ！　ホーコーオンチは、ほどほどにー！」

　シツジが髪かみの毛けを、引ひっぱった！

「いでででででっ……もがっ！」

「なにやってんだ、涼りょうっ。先せん生せいたちに気きづかれるだろっ」

　思おもわず悲ひ鳴めいをあげたオレの口くちを、セイジが、うしろから手てでふさぐ。

「いや、でも、今いまあそこに……」

　そう言いいながら、指ゆびさしたフェンスの上うえには。

　もうだれも、いなかった。

　───マネイリ小しょう学がっ校こう七なな不ふ思し議ぎ　その６：学がっ校こうをさまよう　黒くろい男おとこ？
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「ふぅ、どうにかなったなぁ。……近江おうみ、あの穴あなのこと、よく知しってたな？」

　フェンスからはなれたところで、一ひと休やすみしてると、セイジがそう言いった。

　セイジは、穴あながなくなったことに、気きづいてないらしい。

「わたしも教おしえてもらったの。眠ねむり田だくんたちがプールにいることを、教おしえてくれた人ひとがいて」

「へっ!?　だ、だれっ!?」

　オレとセイジが身みをのりだすと、近江おうみさんは、とまどい気ぎ味みに、答こたえてくれた。

「……それが、眠ねむり田だくんの、お兄にいさんって人ひとなの。メガネかけてて、中ちゅう学がく生せいの……」

　に、兄にいちゃん、だと!?

「近江おうみさん、名な前まえ、聞きかれなかった？　かわいいって、言いわれたりとか」

　兄にいちゃんが、女おんなの子こに言いいそうなことを聞きいてみると、近江おうみさんの顔かおが、ぽっと、赤あかくなる。

　そして、オレから目めをそらしながら、こくりと、うなずいた。

「……たぶんソレ、オレの兄にいちゃんでまちがいないと思おもう。でも、あんまり気きにしないでね！」

「さすがだなぁ、麗れい一いち郎ろうさんは！　よかったな、近江おうみ！」

「なにが、さすがなんだ、なにが。……近江おうみさん、それで、兄にいちゃんは？」

「すぐに帰かえっちゃった。『中ちゅう学がく生せいは、小しょう学がっ校こうに勝かっ手てに入はいれないんだ。残ざん念ねん残ざん念ねん！』って」

　……ウソだ。ぜったい、残ざん念ねんだなんて、思おもってない。

「そろそろ、帰かえろうぜ。ハラへったし」

　セイジはそう言いうと、おなかをさすりながら、立たち上あがる。……すると。

　　　クゥ～～～……

　オレの、おなかの虫むしが、かぼそい声こえで……鳴ないちゃった。

　セイジはプッとふきだし、近江おうみさんも、小ちいさく笑わらう。

　……ちょっと、はずかしいけど、それが、解かい散さんの合あい図ずになったのだった。
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　近江おうみさん、そしてセイジと別わかれ、オレとシツジは、家いえ路じについてた。

　今日きょうは大おお暴あばれしてくれたから、つかれたんだろう。

　オレの頭あたまの上うえで、ウトウトしてる、シツジをなでていた、そのとき。

「わっ!?　なんだなんだっ!?」

「うぴょっ!?」

　とつぜん、まぶしい光ひかりに、照てらされ、シツジがヘンな悲ひ鳴めいをあげた。

　……懐かい中ちゅう電でん灯とうで、オレたちを照てらしてたのは。

「おっ？　あやしい小しょう学がく生せいとオバケ、はっけーん！」

　……兄にいちゃんだった。片かた手てに、スーパーの袋ふくろを、ぶらさげてる。

「兄にいちゃん、もしかしてオレを迎むかえに……いや、おつかいだよね？」

　オレがそう、確かく認にんすると、兄にいちゃんは「まぁな」と笑わらった。

　その後ご、兄にいちゃんと２人ふたり、うちを目めざしていると。

「それで……今日きょうは七なな不ふ思し議ぎが、まとめて実じつ現げんしちゃったワケか。大おお盤ばんぶるまいだな」

　オレの前まえを歩あるきながら、兄にいちゃんが言いった。

「ええ、ボク、たくさん、ご主しゅ人じんを守まもりましたよ！　ワレをたたえよー！」

　シツジが、兄にいちゃんのまわりをグルグルしながら、大おおさわぎする。

「はぁ？　ホントかよ、涼りょう？」

「……まぁ、シツジにしては、かなりがんばってたと思おもう」

「マジかぁ。なら、そういうことに、しといてやるよ」

　兄にいちゃんは、めっずらしく、シツジの頭あたまを、ぐりぐりと、なでた。

　頭あたまの形かたちを変かえずに、なでたりも、できるんだなぁ。

　……なーんてことを、考かんがえてたら。

　今こん度どはオレの頭あたまの上うえで、兄にいちゃんの手てが、ぽんぽんっと、軽かるくはずんだ……ような？

　でも、兄にいちゃんはもう、前まえを向むいてるし……気きのせいかも。
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「兄にいちゃん、じつはオレ、６つめの七なな不ふ思し議ぎも、見みた……かもしれない」

「なんだよ、『かもしれない』って？」

「プールから逃にげるとき、兄にいちゃんが近江おうみさんに教おしえた、穴あなの近ちかくに……」

　オレは、兄にいちゃんに、『黒くろい男おとこ』と遭そう遇ぐうしたときのことを、話はなした。

　兄にいちゃんは、前まえを向むいたままだから、どんな顔かおをして聞きいてるのか、わからない。

「アイツが七なな不ふ思し議ぎの『黒くろい男おとこ』だとしたら、いったい何なに者ものなんだろ？　よく考かんがえたら、七なな不ふ思し議ぎの中なかで、アイツだけ正しょう体たい不ふ明めいだし」

　オレが首くびをひねりながら、言いうと、兄にいちゃんが、適てき当とうな感かんじで言いった。

「……『黒くろい男おとこ』は『黒くろい男おとこ』だろ。まぁ、また目もく撃げきされるんじゃね？『学がっ校こうをさまよう　黒くろい男おとこ』なんだしな。オレの魔まよけの効こう果かも切きれてるから、学がっ校こう内ないを、さまよいホーダイだ」

　ふり返かえった兄にいちゃんは、ニタリと笑わらった。

「こっ、こまるよ！　害がいがないなら、いいけど……そんなカンジでも、なさそうだし」

　カナナカさんの力ちからをかりて、調しらべたほうが、いいかな？

　オレが、一人ひとり、考かんがえこんでると。

「しかたねぇなぁ。……じゃ、魔まよけの作つくり方かたを教おしえてやっから、それで追おい払はらっちまえば？」

「えっ？　オレにも、作つくれるものなの!?」

「もちろん！　で、今こん度どはおまえが、学がっ校こう中じゅうに名な前まえを彫ほるんだよ。あ、おまえは、ちゃんと、女じょ子しトイレの中なかにもやるんだぞ!?」

「ゼッタイに、いーやーだー！」

　そんなことだろうと、思おもった！

「ヘタレめ。……しょうがねぇ。もうしばらくはアイツに、魔よけがわりをやらせるかぁ」

　……ん？

「アイツって、なんのこと？　魔まよけがわりって？」

「なんでもございませーん」

　笑わらいながら、手てをヒラヒラさせると、兄にいちゃんは早はや足あしで歩あるき出だす。

　あわてて、そのあとを、追おいかけようとしたとき……。

　　　　シュルルルル……

　兄にいちゃんのカゲから、まっ黒くろな、なにかが、地じ面めんをはうように出でていった。

　───そして、聞きいたんだ。

「行け」って、つぶやく、兄にいちゃんの声こえを。

　オレが、あっけにとられて立たちつくしてると。

「ところで涼りょう……お兄にいちゃんは、気きになることがあるんですよ」

「な、なに……？」

　ふり返かえった兄にいちゃんは、とても優やさしげに笑わらう。……ブキミなほどに。

「おまえ……アキと……ルナちゃん、だっけ？　あの子こと、どっちが好このみなの？」

「……な、なっっ!?　そんなんじゃねぇよ！」

「ボクはルナと、なかよしですよー？」

「なんだとぉ!?　アホオバケのブンザイで！」

「アホなのは、兄にいちゃんもだ！」

「そーだ、そーだ、アホニーチャンめ！」

「「アホニーチャン！　アホニーチャン！」」

　シツジといっしょに、手て拍びょう子ししながら、歌うたうように、さわいでいると。

「君きみたち……麗れい一いち郎ろう様さまのこわさを、わすれてるようだから……思おもい出ださせてやる！」

　目めをギラっとさせた兄にいちゃんが、つかみかかってきた！

　やべっ、やりすぎた！

「逃にげるぞシツジ！　走はしれ！」

　ギリギリで、兄にいちゃんの手てから逃のがれたオレは、ウチへ向むかって、ダッシュする。

　シツジは……やっぱり、オレの頭あたまに乗のるのかよ！

「オマエねぇっ、たまには、自じ分ぶんで飛とんだらどうだっ!?」

「え～？　だってぇ、ラクチンなんですもん～！　はしれ～、『ご主しゅ人じん』号ごう～！」

「シーツージー！　このまま兄にいちゃんに、放ほうりなげるぞ！」

「ひどい！」




　　　　[image: ]




　七なな不ふ思し議ぎは、もうこりごりだけど……。

　オレたちのまわりに、不ふ思し議ぎはもっともっと、あふれてるみたいです。
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